
危機管理の向上を目的に公立保育所５か所の職員２８名を対象にした防犯訓練がり

んくう体育館で開催されました。泉南警察署員指導による訓練は警察官扮する不審者

が、僅か５秒の間に８人の職員に斬りつけるというショッキングな抜き打ちの模擬訓

練にはじまり、まず不審者の侵入を許さないことを前提とし、万一侵入を許してしま

った場合のさすまたの使用について、２人一組の上下、左右、前後からの撃退法をそ

れぞれ不審者役、職員役を交互に体験して行う真剣な内容のものとなりました。

訓練を体験した職員は、「さすまたを使わなくてはならない事があっても、今回指

導してもらっているのといないのでは全然違う。参加していない職員にも指導し、防

犯意識を高めていきたい」と語っていました。 （２月２２日）
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筬新家小学校体育館

新家975番地

蘆新家公民館 

蘆新家上村公園 

蛞 
こ
こ 

至新家駅 

新家川 

大
正
小
橋
※ 

※
向
田
橋 

笶童子畑老人集会場

信達童子畑412番地

蛔
 

蘆諏訪神社 
蘆地蔵寺 

金熊寺川 

泉佐野岩出線 

こ
こ 

筵馬場老人集会場

馬場２丁目15番３号

※
地
蔵
尊
 

蛞
 

泉
佐
野
岩
出
線 

こ
こ 

至
市
役
所 

笨東信達老人集会場

信達金熊寺812番地２

信達神社蘆 
金熊寺蘆 

蘆金熊寺駐在所 

東小学校蘆 

金熊寺バイパス 

※金熊寺 

蛔 

こ
こ 

筅幡代老人集会場

幡代１丁目13番19号
桜ヶ丘住宅 

金熊寺川 

※幡代橋 

国道26号 

泉佐野岩出線 

※幡代東 

※幡代北 

幡代※ 

蛔
 

こ
こ 

笵岡中老人集会場

信達岡中620番地

螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
 

蘆泉南インター 

蛞 蘆
岡中
鎮守
社 

　　
　（
大樟
） 

至和泉砂川 

こ
こ 

岡
中
西
※ 

布
施
屋
貝
塚
線
 

筌男里老人集会場

男里３丁目３番16号

蘆雄信小学校 蘆男神社 

双子池 

双子池 

堺阪
南線
 

男
里
※ 

男里川※ 

男里川 

蛔 こ
こ 

筮下村老人集会場

新家3552番地１

中谷病院 
蘆 

下村蘆 
バス停 蘆スーパー 

新家※ 

蛞 

こ
こ 

至新家駅 

至国道26号 

大阪和
泉泉南

線 

笊新家公民館

新家2948番地

螳螳螳
螳螳螳

螳螳螳
螳螳螳郵便局蘆 蘆農協 

●新家
交番 

新家
駅 至

和
泉
砂
川 

蛞 

ＪＲ阪和線 

こ
こ 

笆高野老人集会場

新家2391番地３

蘆浄福寺 野
口
区
民
会
館
蘆
 

至新家駅 

至青少年の森 

蛔 
こ
こ 

至
種
河
神
社 

筐西信達公民館

岡田３丁目９番７号

蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇

至
樽
井 

蛔
 蘆

西
信
達
中
学
校
 

西信達小学校蘆 南
海線
 

岡田
浦駅
 

こ
こ 

至
吉
見
ノ
里 

筥砂川老人集会場

信達市場116番地460

蘆砂川高校 
蘆信達中学校 

佐田※ 
蘆俵池公園 

　螳
螳螳
螳
螳螳
螳螳
螳螳 こ

こ 

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
 

和
泉
砂
川
駅
 

蛟
 

消
防
署
東
出
張
所
蘆 ※
砂
川
東 

佐田北※ 

※
和
歌
山
銀
行
の
横
で
す 

笳兎田老人集会場

兎田469番地１

螳螳螳螳
螳螳螳螳

螳螳螳螳
螳螳

蘆新家東小学校 

樫井川 

ＪＲ阪和線 

至
新
家 

蛞
 こ

こ 

和泉
泉南
線 

筺西信達東老人集会場

中小路１丁目10番４号
至国道26号 

至岡田浦駅 

中小路※ 

※北野 

堺阪
南線
 

蛬 
こ
こ 

筴大苗代区民会館

信達大苗代600番地１

※大苗代西 

市場北2番※ 

※一丘団地口 

国道26号 

蛩 
こ
こ 

笘市場区民センター

信達市場2076番地１

市場稲荷※ 

※
市
場
南
 

国道26号 

蛞 

保
健
セ
ン
タ
ー
蘆 

熊
野
古
道 

こ
こ 

笄関空マーブルコースト集会所

岡田７丁目1664番地70

樫
井
川
 

江永橋※ 

※岡田北 

蛞 

泉
佐
野
岩
出
線
 

岡田吉見 
府営住宅 こ

こ 

筧浜老人集会場

男里７丁目29番20号

　
蟇
蟇
蟇
蟇

蟇蟇
蟇蟇
蟇

蘆樽井小学校 
南
海
線 

泉
佐
野
岩
出
線 

至
樽
井 

こ
こ 

至りんくうタウン 

至泉南インター 

蛯 

笙信達公民館

信達牧野413番地

螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳

和
泉
砂
川
駅
 

信達幼稚園蘆 

蘆
泉
南
中
央
交
番 

至新家 

ＪＲ阪和線 

こ
こ 蛯 

至
泉
南
市
役
所 

筍人権ふれあいセンター

樽井９丁目16番２号

鳴滝※ 

鳴滝西※ 

蘆　　鳴滝駐在所 

蘆鳴滝第一小学校 

蛔
 

堺
阪
南
線
 

こ
こ 

筰一丘団地集会所

信達大苗代62番地
螳螳
螳螳
螳螳
螳

蘆
一
丘
幼
稚
園
 

蘆
一
丘
小
学
校
 

蘆郵便局 

蘆銀行 一
丘
中
学
校
　
蘆 

15

74

17
30
32

8

35

47
4546
44

43

27 39

公園 

公園 

ＪＲ阪和線 

こ
こ 

広
場 

笞十二本松遥拝所

信達牧野328番地

螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳

蘆府立砂川高校 

至新家 

和
泉
砂
川
駅
 

蛞 
ＪＲ阪和線 

こ
こ 

至
国
道
26
号 

大
鳥
居
※ 

笋樽井小学校

樽井４丁目29番１号

蟇蟇
蟇蟇
蟇

蛔
 

蘆樽井公民館 

※樽井 
※樽井南 

堺阪南線 

南海
線 樽井

駅 

こ
こ 

茅
渟
神
社
蘆 

筱泉南中学校

樽井２丁目９番１号
文化ホール／図書館蘆 

国
道
26
号
 

蘆あいぴあ泉南 

蘆泉
南市
役所
 市民体育館蘆 

※樽井北 

樽井東※ 

こ
こ 

樽
井
※ 

蛩
 

※ 泉南市役所南 

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

泉南市の人口（２月末現在）
人　口‥‥‥65,980人
男‥‥‥‥32,108人
女‥‥‥‥33,872人

世帯数‥‥‥24,103世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm
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■
投
票
日

四
月
三
十
日
豸

■
投
票
時
間

午
前
七
時
〜
午
後
八
時
ま
で

■
投
票
の
で
き
る
方

▽
昭
和
六
十
一
年
五
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

▽
平
成
十
八
年
一
月
二
十
二
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
泉
南
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
（
た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
市
外
に

転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

▽
泉
南
市
内
で
転
居
さ
れ
た
方
で
、
平

成
十
八
年
四
月
十
四
日
ま
で
に
転
居
届

を
し
た
方
は
新
住
居
地
の
投
票
所
で
、

四
月
十
五
日
以
降
に
転
居
届
を
し
た
方

は
旧
住
居
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

■
入
場
整
理
券

選
挙
人
の
方
に
は
、
投
票
日
の
前
日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
で
入
場
整
理
券
を
郵
送
し

ま
す
（
そ
の
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
）

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等
の
理

由
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、
市
役
所
に
お
い
て
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
（
入
場
整
理
券
が
届
い
て

い
る
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
期
日
前
投
票
の
期
間
（
祝
日
を
含
む
）

四
月
二
十
四
日
豺
〜
二
十
九
日
豢
の

午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時
、
市
役
所
別

館
一
階
会
議
室
に
て

■
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

長
期
出
張
な
ど
で
、
泉
南
市
に
住
所

を
お
い
た
ま
ま
遠
方
で
滞
在
し
て
い
る

方
な
ど
は
、
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
最
寄

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
を
す
る
滞

在
地
で
の
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

■
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
方
で
、
投

票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

そ
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
が
不
在

者
投
票
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、

そ
こ
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

病
院
ま
た
は
施
設
の
事
務
所
な
ど
に
、

投
票
し
た
い
旨
の
申
し
出
を
し
て
く
だ

さ
い

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
身
体
に

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は
、
郵
便
投
票

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
（
あ

ら
か
じ
め
申
請
し
て
泉
南
市
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

■
手
話
通
訳
者
の
派
遣

視
覚
障
害
者
の
方
に
は
、
投
票
日
当

日
に
手
話
通
訳
者
を
市
役
所
に
配
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
と
す
る
方
は
、

事
前
（
当
日
も
可
）
に
泉
南
市
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
申
し
出
（
予
約
）
し
て

く
だ
さ
れ
ば
、
そ
の
投
票
所
（
予
約
の

時
間
帯
）
に
派
遣
し
ま
す

■
点
字
で
作
成
し
た
候
補
者
名
簿

泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市

内
の
視
覚
障
害
者
の
方
々
に
対
し
、
点

字
に
よ
る
候
補
者
名
簿
（
候
補
者
の
氏

名
お
よ
び
党
派
）
を
郵
送
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
ご
希
望
の
方
は
電
話
で

泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申
込
み

く
だ
さ
い
）

■
点
字
版
お
よ
び
朗
読
テ
ー
プ
に
よ
る

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市
内

の
視
覚
障
害
者
の
方
々
に
対
し
、
候
補

者
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
点
字
版

ま
た
は
朗
読
テ
ー
プ
に
よ
る
「
選
挙
の

お
知
ら
せ
」
を
ど
ち
ら
か
郵
送
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

電
話
で
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

申
込
み
く
だ
さ
い
（
今
ま
で
、
国
政
選

挙
等
で
希
望
さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
今

回
も
郵
送
し
ま
す
）

■
投
票
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

投
票
所
は
市
内
二
十
四
か
所
に
あ
り
ま

す
が
、
お
届
け
す
る
入
場
整
理
券
に
記

載
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

（
他
の
投
票
所
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

■
立
候
補
の
届
出

四
月
二
十
三
日
豸
午
前
八
時
半
〜
午

後
五
時
（
受
付
は
市
役
所
一
階
正
面
玄

関
）
に
市
役
所
二
階
大
会
議
室
（
午
後

か
ら
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）
で

（
必
ず
届
出
書
類
に
押
し
た
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
二
六
〇
）

ささあ投票 選挙の主役はあなたです
泉南市長選挙および泉南市議会議員補欠選挙



樽
井
公
民
館
と
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
が
一
緒
に

赤
ち
ゃ
ん
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
一
日
〜
七
月
六
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
六
回
）。
時
間

は
午
前
九
時
四
十
五
分
〜
十
一
時

十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
中
学
校

▼
対
象
＝
平
成
十
七
年
四
月
二
日

〜
平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼

内
容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
お
も
ち

ゃ
作
り
、
調
理
実
習
「
離
乳
食
初

期
か
ら
完
了
期
ま
で
」、
保
育
所
交

流
・
講
義
「
子
ど
も
の
言
葉
の
獲

得
と
絵
本
の
お
話
」「
子
ど
も
に
よ

く
あ
る
病
気
と
そ
の
予
防
」「
離
乳

食
と
食
生
活
に
つ
い
て
」「
子
ど
も

の
発
達
と
し
つ
け
」、
保
護
者
交
流

な
ど
▼
参
加
費
＝
無
料
（
実
習
の

材
料
費
は
各
自
負
担
）
▼
定
員
＝

十
五
組
程
度
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭

教
育
推
進
協
議
会
▼
そ
の
他
＝
▽

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
あ
り
（
た
だ

し
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き
保
険
料

五
〇
〇
円
が
必
要
▽
八
月
二
十
四

日
貅
か
ら
西
信
達
中
学
校
で
同
じ

内
容
で
実
施
予
定
（
対
象
は
平
成

十
七
年
四
月
二
日
〜
平
成
十
八
年

二
月
二
十
八
日
生
ま
れ
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
二
日
貊
ま

で
に
電
話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ひ
だ
ま
り
」
へ
薀
祚
３
３
７
１

子
ど
も
の
成
長
・
健
康
・
食
生

活
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
五
月
八
日
豺
・
十

一
日
貅
・
十
五
日
豺
・
十
八
日

貅
・
二
十
二
日
豺
・
二
十
五
日
貅

（
全
六
回
）。
時
間
は
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
▼
対

象
＝
平
成
十
六
年
四
月
二
日
〜
平

成
十
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
内
容
＝
ふ

れ
あ
い
遊
び
、
親
子
で
の
遊
び
、

ミ
ニ
講
座
「
食
生
活
」、
調
理
実
習

「
お
や
つ
」、
保
育
所
交
流
、
保
護

者
の
交
流
な
ど
▼
参
加
費
＝
無
料

（
実
習
の
材
料
費
は
各
自
負
担
）
▼

定
員
＝
十
五
組
程
度
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
そ
の
他
＝
▽
き
ょ

う
だ
い
保
育
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

▽
七
月
十
三
日
貅
か
ら
同
じ
内
容
、

同
じ
対
象
年
齢
で
実
施
予
定
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
四
月
二
十
一
日

貊
ま
で
に
電
話
で
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
へ
　
薀
祚

３
３
７
１

子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
遊

び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
五
月
十
日
〜
六
月
十
四
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
六
回
）。
時
間
は

午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
と
こ

ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
▼
対
象
＝
平
成
十
五
年

四
月
二
日
〜
平
成
十
六
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
▼
内
容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
リ

ト
ミ
ッ
ク
、
散
歩
、
小
麦
粉
粘
土

で
遊
ぼ
う
、
保
護
者
の
交
流
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
や
つ
の
時

間
な
ど
▼
参
加
費
＝
無
料
（
お
や

つ
代
等
は
各
自
負
担
）
▼
定
員
＝

十
五
組
程
度
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
そ
の
他
＝
▽
き
ょ
う
だ
い

保
育
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
▽
七
月

五
日
貉
か
ら
同
じ
対
象
年
齢
で
実

施
予
定
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
四

月
二
十
一
日
貊
ま
で
に
電
話
で
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

へ
薀
祚
３
３
７
１

広
い
場
所
で
思
い
き
り
身
体
を

動
か
し
な
が
ら
、
親
子
で
の
遊
び
、

友
だ
ち
同
士
の
遊
び
を
存
分
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
四
月

二
十
八
日
貊
午
前
十
時
〜
十
一
時

半
（
毎
月
第
四
金
曜
日
に
行
い
ま

す
）
▼
と
こ
ろ
＝
り
ん
く
う
体
育

館
（
駐
車
場
有
）
▼
対
象
＝
三
歳

児
（
平
成
十
四
年
四
月
二
日
〜
平

成
十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
き
ょ
う

だ
い
の
参
加
可
能
）
▼
内
容
＝
運

動
遊
具
を
使
っ
て
の
遊
び
、
集
団

遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
（
参

加
者
と
一
緒
に
遊
び
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
）
▼
そ
の

他
＝
▽
お
茶
以
外
は
飲
食
で
き
ま

せ
ん
▽
上
ぐ
つ
（
親
子
）、
着
替
え
、

お
茶
等
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

薀
祚
３
３
７
１

「
ひ
だ
ま
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
が

出
前
で
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
四
月
七
日
貊
笆
二
十

一
日
貊
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊

花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
笆
り
ん
く
う
南

浜
公
園
（
い
ず
れ
も
駐
車
場
有
）

▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
▼
内
容
＝
歌
・
手
遊

び
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
親
子
の
遊

び
等
▼
そ
の
他
＝
▽
雨
天
中
止
▽

お
茶
以
外
は
飲
食
で
き
ま
せ
ん

（
終
了
後
お
弁
当
等
を
食
べ
る
こ
と

は
可
能
で
す
）
▽
紙
お
む
つ
は
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
▽
着
替
え
、

敷
物
等
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

薀
祚
３
３
７
１

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
方
、
親
子
で
遊
び
に
き
ま
せ

ん
か
。
子
育
て
相
談
も
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
四
月

十
一
日
貂
、
二
十
五
日
貂
、
五
月

九
日
貂
、
二
十
三
日
貂
笆
四
月
六

日
貅
、
二
十
日
貅
、
五
月
十
八
日

貅
▼
と
こ
ろ
・
連
絡
先
＝
笊
ち
び

っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
祚
３
３
７
１

笆
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
祚
０
１
９

０
▼
開
放
時
間
＝
笊
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
笆
午
後
一
時
半
〜
三
時

▼
そ
の
他
＝
信
達
保
育
所
、
樽
井

保
育
所
、
浜
保
育
所
、
鳴
滝
第
一

保
育
所
は
六
月
か
ら
所
庭
開
放
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
八
一
）

図
書
館
に
お
い
て
今
月
か
ら
、

〇
〜
三
歳
向
き
の
お
は
な
し
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
あ
か
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
絵
本
や
わ
ら
べ
う
た
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
四
月
七
日
貊
笊
お
は
な
し
ぴ

よ
ぴ
よ：

午
前
十
時
二
十
分
〜
二

十
分
程
度
笆
お
は
な
し
て
く
て

く：

午
前
十
一
時
〜
三
十
分
程
度

▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
一
階
じ
ゅ
う

た
ん
コ
ー
ナ
ー
▼
対
象
＝
笊
〇
、

一
歳
の
あ
か
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
笆

二
、
三
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
定
員
＝
各
回
先
着
二
十
組
程
度

▼
参
加
費
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）

▼
そ
の
他
＝
対
象
年
齢
は
目
安
で

す
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

５

三
歳
児
対
象
「
さ
ん
・

さ
ん
広
場
」
ス
タ
ー
ト

の
び
っ
子
教
室
（
二
歳
児
向

け
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

わ
ん
ぱ
く
教
室
（
一
歳
児
向

け
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

ぴ
よ
ぴ
よ
・
て
く
て
く

赤
ち
ゃ
ん
教
室
（
〇
歳
児
向

け
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
の
出
前
保
育

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習

相
談
会
に
参
加
す
る
中
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
四
月

二
十
一
日
貊
か
ら
の
毎
週
金
曜
日

の
午
後
六
時
〜
七
時
半
（
数

学
）
・
土
曜
日
の
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
（
英
語
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
数

学
・
英
語
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学

生
▼
定
員
＝
各
学
年
・
各
教
科
二

十
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
無
料
（
保
険
加
入
希
望

の
場
合
は
五
〇
〇
円
必
要
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
四
月
十
七
日
豺

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た

は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
学
習
相
談
会

参
加
希
望
科
目
、
参
加
者
・
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学

生
を
対
象
に
実
施
す
る
学
習
相
談

会
の
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
科
目
＝
数
学
・
英
語
▼
と

き
＝
毎
週
金
曜
日
の
午
後
六
時
〜

七
時
半
・
土
曜
日
の
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
対
象
＝
大
学
生
・
短

大
生
・
専
門
学
校
生
▼
募
集
人

数
＝
若
干
名
▼
提
出
書
類
＝
履
歴

書
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
四
月
二
十
二
日
貍
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
三
十
名
程

度
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

当
日
受
付
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー

友
だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い
踊

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
四
月
十
五
日
〜
九
月
十
六
日

の
毎
月
第
三
・
四
土
曜
日
（
全
十

一
回
）
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
二
十
名
▼
参
加
費
＝
無
料

（
た
だ
し
保
険
料
五
〇
〇
円
必
要
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
四
月
十
日

豺
ま
で
に
、
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

よ
さ
こ
い
お
ど
り
参
加
希
望
、
参

加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

参
加
人
数
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
笊
四
月
十
五
日
貍

午
前
十
時
〜
十
時
四
十
分
笆
十
七

日
豺
午
後
三
時
四
十
五
分
〜
四
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

▼
定
員
＝
二
十
名
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み

聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
五
日
貍
午
前
十

時
四
十
五
分
〜
十
二
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝

子
ど
も
た
ち
と
共
に
育
つ
〜
読
み

手
と
聞
き
手
〜
▼
講
師
＝
河
野
こ
う
の

教の
り

子こ

さ
ん
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の

方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み

聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
十
名

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
三
階
教
室
▼
対
象
＝

市
内
の
小
学
生
〜
高
校
生
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

日
本
語
教
室
に
参
加
す
る
青
少

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
と

き
＝
四
月
十
二
日
貉
か
ら
毎
週
水

曜
日
午
後
四
時
半
〜
五
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼

対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国
に

暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
お
よ
び
外

国
人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学

生
ま
で
）
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン

タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察

会
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。
身
近
な

自
然
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
四
月
十
五
日
貍
午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
周
辺
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼

定
員
＝
十
五
名
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の

午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

lg.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

進
路
を
考
え
よ
う

中
学
生
学
習
相
談
会
sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

い
ろ
い
ろ
な
シ
ャ
ボ
ン

玉
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

sseishonen

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

sseishonen

中
学
生
学
習
相
談
会
の

講
師
を
募
集
し
ま
す

sseishonen

自
習
室
を

開
放
し
ま
す

sseishonen

よ
さ
こ
い
お
ど
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

sseishonen

私
た
ち
の

野
鳥
観
察
会

sseishonen



泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

今
年
も
緑
い
っ
ぱ
い
・
夢
い
っ
ぱ

い
、
様
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
市
民

の
皆
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
九
日
豢
午
前

十
一
時
〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝

泉
南
市
農
業
公
園
「
花
咲
き
フ
ァ

ー
ム
」
▼
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
内

容
＝
▽
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
▽
喫

茶
、
紙
芝
居
▽
有
機
野
菜
販
売
▽

お
も
ち
ゃ
作
り
▽
ア
ナ
ゴ
の
天
ぷ

ら
な
ど
の
販
売
他
▼
そ
の
他
＝
▽

当
日
は
、
南
海
樽
井
駅
・
市
役

所
・
JR
和
泉
砂
川
駅
・
花
咲
き
フ

ァ
ー
ム
間
の
循
環
バ
ス
を
運
行
▽

車
で
の
来
場
も
可
能
▼
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
＝
市
内
在

住
、
在
勤
の
方
で
三
十
店
（
申
込

順
）。
手
持
ち
出
店
二
袤
×
二
袤
、

協
力
金
一
、
〇
〇
〇
円
（
荒
天
中

止
の
み
返
却
）
な
お
、
飲
食
類
の

販
売
は
で
き
ま
せ
ん
▼
出
店
申
込

み
・
問
合
せ
＝
四
月
十
日
豺
〜
二

十
一
日
貊
に
協
力
金
一
、
〇
〇
〇

円
を
持
参
の
上
、
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ

委
員
会
総
合
事
務
局
泉
南
市
地
域

振
興
課
へ
（
内
線
五
八
三
）

戦
国
時
代
の
純
朴
な
泉
南
の
農

村
に
伝
わ
る
お
菊
伝
承
を
華
麗
な

音
の
響
き
で
伝
え
ま
す
。
▼
と

き
＝
五
月
十
四
日
豸
午
後
二
時
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
第
一
部
／
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
、
第
二
部
／

「
伝
承
の
姫
君
お
菊
」
音
楽
物
語

お
菊
伝
承
を
語
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
、
第
三
部
／
音
楽
物
語
（
フ
ル

ー
ト
・
チ
ェ
ロ
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
演
奏
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
、

手
毬
唄
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
、
お
菊
の
波
乱
に
み
ち
た
生
涯

を
綴
る
）
▼
出
演
者
＝
佐さ

々さ

木き

信し

乃の

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
今い
ま

川が
わ

智ち

恵え

子こ

（
フ
ル
ー
ト
）、
西に
し

規の
り

子こ

（
チ

ェ
ロ
）
、
薮や
ぶ

内う
ち

房ふ
さ

子こ

・
煙え
ん

生
し
ょ
う

江え

美み

（
ピ
ア
ノ
）
、
泉
南
市
少
年
少

女
合
唱
団
（
手
毬
唄
）、
宮み
や

本も
と

和た
か

侑ゆ
き

（
作
曲
・
指
揮
）
石い
し

神が
み

節せ
つ

子こ

（
ナ
レ
ー
タ
ー
）
松ま
つ

田だ

秀
逸

し
ゅ
う
い
つ
（
お

話
）
上う
え

之の

山や
ま

幸さ
ち

代よ

（
総
合
司
会
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
五

〇
〇
名
（
申
込
順
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
二
日
貂
ま

で
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
泉
南
市
生
涯
学
習

課
へ
薀
祟
０
０
０
１
（
内
線
二
四

七
）
蕭
祟
７
３
０
６
／e-m

ail:
syougai@

city.sennan.lg.jp

▼
と
き
＝
四
月
九
日
豸
（
一
般
開

放
は
午
前
九
時
〜
午
後
三
時
）
▼

と
こ
ろ
＝
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐

屯
地
（
大
阪
府
和
泉
市
伯
太
町
官

有
地
）
▼
内
容
＝
観
閲
式
、
音

楽
・
太
鼓
演
奏
、
訓
練
展
示
、
装

備
品
展
示
、
野
外
売
店
他
▼
そ
の

他
＝
▽
荒
天
の
場
合
は
、
行
事
の

中
止
ま
た
は
変
更
の
場
合
が
あ
り

ま
す
▽
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
共
の
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
▽
午
前
九
時
か
ら

JR
信
太
山
駅
か
ら
駐
屯
地
ま
で
無

料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
▼
問
合
せ
＝
陸
上
自
衛
隊
信
太

山
駐
屯
地
広
報
室
薀
０
７
２
５
・

４
１
・
０
０
９
０
（
内
線
二
〇
四
）

▼
と
き
＝
四
月
十
五
日
貍
、
十
六

日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
▼
と

こ
ろ
＝
新
家
山
田
家
住
宅
▼
主

催
＝
新
草
会
（
新
家
公
民
館
ク
ラ

ブ
）
▼
そ
の
他
＝
▽
俳
句
短
冊
も

展
示
▽
両
日
と
も
先
着
二
十
名
に

山
野
草
の
苗
を
進
呈
▼
問
合
せ
＝

新
草
会
事
務
局
　
薀
祗
３
１
１
３

▼
と
き
＝
四
月
十
五
日
貍
午
前
十

時
〜
午
後
四
時
半
、
十
六
日
豸
午

前
九
時
半
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
主
催
＝
泉
南

山
野
草
会
▼
問
合
せ
＝
泉
南
山
野

草
会
事
務
局
薀
祗
７
５
６
９

平
成
十
六
年
度
発
掘
調
査
の
成

果
を
出
土
品
と
と
も
に
ご
紹
介
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
六
月
三
十
日
貊

ま
で
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館

▼
入
館
料
＝
無
料
▼
休
館
日
＝
土

日
祝
日
（
た
だ
し
第
二
・
四
土
曜

は
開
館
）
▼
展
示
遺
跡
＝
男
里

お
の
さ
と

遺

跡
（
男
里
、
馬
場
、
幡
代
）、
戎
畑

え
び
す
ば
た

遺
跡
（
樽
井
）、
北
野
き
た
の

遺
跡
（
北
野
）、

新
伝
寺

し
ん
で
ん
じ

遺
跡
（
北
野
）、
海
会
寺
跡

か
い
え
じ
あ
と

（
信
達
大
苗
代
）
な
ど
▼
問
合
せ
＝

古
代
史
博
物
館
薀
祟
６
７
８
９

歴
史
倶
楽
部
で
は
、
年
間
の
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
楽
し
く
歴
史
に

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
四
月

十
二
日
貉
午
後
二
時
、
年
間
予
定

な
ど
の
説
明
会
（
参
加
希
望
者
の

方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
▼
費

用
＝
保
険
料
、
案
内
送
料
、
資
料

代
の
年
間
参
加
費
（
一
人
に
つ
き

一
、
五
〇
〇
円
）
な
お
、
見
学
会

の
交
通
費
等
は
す
べ
て
参
加
者
に

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
▼
定
員
＝

三
十
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
四
月
十
二

日
貉
〜
十
八
日
貂
（
土
日
を
除
く
）

に
、
説
明
会
で
お
渡
し
す
る
申
込

書
に
ご
記
入
の
う
え
、
古
代
史
博

物
館
へ
薀
祟
６
７
８
９

大
阪
府
で
は
、
南
部
大
阪
都
市

計
画
用
途
地
域
の
変
更
案
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。（
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
案
の
概
要
は
、
市
の
都
市
計

画
課
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
八
日
貊
午
前

十
時
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
庁
新
別

館
北
館
四
階
大
阪
府
職
員
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄
「
谷
町
四

丁
目
」
下
車
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
四
月
十
七
日
豺
（
必
着
）
ま

で
に
公
述
希
望
者
は
公
述
申
出
書

（
様
式
指
定
）
を
、
傍
聴
希
望
者
は

ハ
ガ
キ
（
メ
ー
ル
も
可
）
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇
（
住
所
不

要
）
大
阪
府
総
合
計
画
課
へ
薀
０

６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
／e-

m
ail:sogokeikaku@

sbox.pref.o
saka.jp

７

第
八
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
つ
り
開

催
＆
フ
リ
マ
出
店
者
募
集

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
四
十
九
周
年
記
念
行
事

春
の
山
野
草
展
示
会

「
発
掘
せ
ん
な
ん
」
展

好
評
開
催
中

第
四
回
泉
南
輊
楽
軫
会

を
開
催
し
ま
す

春
の
山
野
草
展

ABCまつり会場 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

歴
史
倶
楽
部
参
加
者
募
集

都
市
計
画
に
つ
い
て

の
公
聴
会

司
書
が
子
ど
も
た
ち
と
本
と
の

新
し
い
出
会
い
の
場
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
八
日
貍
午
後
二
時

半
〜
三
十
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図

書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四

歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
＝
各
回
先
着
四
十
名

（
途
中
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
・

三
・
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
〜

三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て

紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇

歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

親
子
で
ふ
れ
あ
い
運
動
に
親
し

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
五
月

二
十
日
笆
六
月
三
日
笳
十
七
日
笘

七
月
一
日
笙
十
五
日
の
各
土
曜
日
。

時
間
は
午
前
十
一
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
・
第
Ⅱ
競
技

場
▼
内
容
＝
笊
バ
ン
バ
ン
フ
リ
ッ

ピ
ー
で
遊
ぼ
う
Ⅰ
笆
力
を
合
せ
て

バ
ル
ー
ン
で
遊
ぼ
う
笳
キ
ッ
ズ
ビ

ク
ス
と
リ
ズ
ム
運
動
Ⅰ
笘
バ
ン
バ

ン
フ
リ
ッ
ピ
ー
で
遊
ぼ
う
Ⅱ
笙
キ

ッ
ズ
ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム
運
動
Ⅱ
▼

対
象
＝
就
学
前
の
幼
児
（
三
歳
以

上
）
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
三

十
五
組
（
申
込
順
）▼
参
加
費
＝
親

子
（
大
人
一
人
と
子
ど
も
一
人
）

で
二
、
〇
〇
〇
円
（
子
ど
も
一
人

追
加
ご
と
に
一
、
〇
〇
〇
円
）
▼

主
催
＝
泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協

議
会
・
譛
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
四
月

八
日
貍
〜
十
六
日
豸
（
月
曜
午
後
、

火
曜
日
は
休
館
）
に
市
民
体
育
館

設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て
市

民
体
育
館
窓
口
へ
薀
祗
１
０
０
０

安
全
で
痛
く
な
い
ソ
フ
ト
剣
で

自
由
に
打
ち
合
う
中
で
、
体
力
・

敏
捷
性
を
身
に
つ
け
勇
気
と
胆
力

を
養
い
ま
す
。
▼
体
験
会
＝
四
月

一
日
貍
、
十
五
日
貍
、
五
月
六
日

貍
、
二
十
日
貍
午
後
三
時
〜
四
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
有
朋
館
道
場
（
砂

川
駅
す
ぐ
）▼
対
象
＝
小
学
生
以
上

の
市
内
在
住
在
勤
者
▼
問
合
せ
＝

同
協
会
事
務
局
薀
祟
２
７
４
７

身
体
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
と
心

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
一
緒
に
し
ま

せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
費
用
＝
▽
月

額
一
、
五
〇
〇
円
（
会
費
）
▽
保

険
料
一
、
五
〇
〇
円
（
年
度
内
）

▽
体
育
館
使
用
料
二
〇
〇
円
（
一

回
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
同
ク

ラ
ブ
事
務
局
薀
祟
１
３
１
３

一
緒
に
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
四
月
十
六
日
豸

午
後
六
時
〜
八
時
四
十
五
分
▼
と

こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
参
加
料
＝

一
、
〇
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
当
日

上
履
靴
（
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
）、
女

性
の
方
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
▼
主
催
＝
泉
南
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
所
属
泉

南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
▼
連
絡

先
＝
西
願

せ
い
が
ん

薀
０
９
０
・
３
９
２

３
・
２
２
３
５
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
ニ
ー
」
を

中
心
に
、
か
わ
い
い
歌
声
で
お
届

け
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
四
月
十
六

日
豸
午
後
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
・
申
込

み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
二
五
三
）

歌
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
好
き
な

人
、
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ

て
み
た
い
人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達

公
民
館
▼
対
象
＝
小
学
一
年
生
〜

中
学
三
年
生
ま
で
の
男
女
▼
募
集

人
員
＝
三
十
名
（
申
込
順
）
▼
費

用
＝
▽
入
団
費
三
、
〇
〇
〇
円

（
年
会
費
・
制
服
貸
与
代
等
）
▽
月

会
費
二
、
〇
〇
〇
円
（
活
動
費
・

合
宿
費
等
）
▼
そ
の
他
＝
▽
男
子

の
団
員
を
歓
迎
▽
練
習
日
に
見

学
・
体
験
可
能
（
予
約
不
要
）
▼

申
込
み
＝
五
月
二
十
七
日
貍
ま
で

に
信
達
公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内

線
二
五
三
）
ま
た
は
信
達
公
民
館

薀
祟
９
２
６
４

▼
と
き
＝
五
月
七
日
豸
午
後
一
時

開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼

参
加
協
力
券
＝
一
般
三
、
〇
〇
〇

円
、
中
・
高
生
二
、
五
〇
〇
円
、

小
学
生
二
、
〇
〇
〇
円
、（
当
日
各

五
〇
〇
円
増
）
▼
主
催
＝
泉
南
よ

い
映
画
を
み
る
会
▼
申
込
み
＝

宇
野
う
の

薀
祟
３
８
２
０
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

野
点

の
だ
て

を
行
い
ま
す
。
▼
と
き
＝

四
月
八
日
貍
午
前
十
時
〜
午
後
三

時
（
雨
天
の
場
合
は
九
日
豸
に
順

延
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
農
業
公

園
花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
、
か
る
が
も

の
里
（
デ
ン
ド
ロ
ビ
ュ
ー
ム
・
胡

蝶
蘭
の
見
学
と
販
売
有
）
▼
会

費
＝
五
〇
〇
円
（
当
日
）
▼
連
絡

先
＝
鼎
か
な
え

薀
祚
３
３
８
２
・
向
井
む
か
い

薀
祟
３
７
１
８
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
四
月
二
十
一
日
貊
〜
二

十
三
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

▼
と
こ
ろ
＝
新
家
山
田
家
住
宅

（
新
家
駅
徒
歩
五
分
、
駅
に
案
内
板

あ
り
）
▼
入
場
料
・
申
込
み
＝
不

要
（
た
だ
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
代

一
〇
〇
円
の
協
力
金
を
お
願
い
し

ま
す
）
▼
募
集
＝
山
田
家
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

二
四
八
）

▼
と
き
＝
四
月
二
十
二
日
貍
、
二

十
三
日
豸
▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い

わ
い
村
（
泉
南
市
信
達
葛
畑
二
〇

七
堀
河
ダ
ム
上
流
部
）
▼
内
容
＝

里
山
コ
ン
サ
ー
ト
、
大
き
な
鍋
で

豚
汁
、
竹
細
工
、
お
餅
つ
き
、
石

釜
ピ
ザ
作
り
等
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
合
せ
＝
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
里
山

の
自
然
学
校
「
紀
泉
わ
い
わ
い
村
」

薀
祕
０
６
６
１

６

ラ
イ
フ
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

泉
南
市
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
協
会
会
員
募
集

社
交
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ

毎
月
第
二
土
曜
は

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

泉
南
市
リ
ズ
ム
体
操

ク
ラ
ブ
部
員
募
集

泉
南
市
少
年
少
女

合
唱
団
団
員
募
集

泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

お
茶
会
の
ご
案
内

泉
南
市
茶
花
道
連
盟
当
番
釜

劇
団
コ
ー
ロ
「
聖
の

青
春
」
を
み
る
集
い

さ
と
し

紀
泉
わ
い
わ
い
村

春
祭
り

山
田
家
住
宅
一
般
公
開
＆

女
性
六
人
展



９

市民体育館では、次の通りスポーツ教室を開設します。健康・体力・仲間づくりのため、ふるって、ご参加くだ
さい。 ▼問合せ＝市民体育館（薀祗１０００）

蘆蘆蘆抽選教室蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆　　泉南市教育委員会

笊プレイニング体操 

笆チャイルド体操 

笳ちびっこ体操 

笘親子体操・トトロ 

H14年4月2日～ 
H15年4月1日生 

市民体育館 
第２競技場 

ごっこ遊び、まねっこ、音楽、うた、いろいろな用具を使 
って楽しく体を動かします。 

マット、ボール、鉄棒、トランポリン、跳び箱、音楽等を 
利用して、体を動かすことが好きになるように進めます。 

マットの後ろまわり、跳び箱の開脚とび、鉄棒の逆上がり 
ができることを目標に、ボールやトランポリンなど色々な 
運動をします。 

リズム体操・歌あそび・手あそびなどをしながら、親子 
のふれあいを深めます。 

２０人 

２５人 

２５人 

２５組 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

毎週金曜日 
午後3:30～4:30

毎週水曜日 
午後3:30～4:30

毎週土曜日 
午後2:00～3:15

毎週木曜日 
午前10:00～11:00

H12年4月2日～ 
H14年4月1日生 

保護者と 
H14年4月2日～ 
H16年4月1日生 

小学1・2年生 

教室名 対象 日時 場所 定員 内　容 

笙エアロビクス 

笞ストレッチandジャズ体操 

笵トライシェイプ 

笨シンプル体操 

一般男子・女子 
（初心者向き） 

５５歳以上の 
　男子・女子 

市民体育館 
第２競技場 

年齢に関係なく、誰でも始められる 
やさしいエアロビクスです。 

からだの硬い人のストレッチと、若さを保ち快適に 
生活を送れるやさしいジャズ体操です。 

ストレッチ・軽いウォーキング・少しの 
筋力アップと簡単な運動をします。 

シェイプアップにチャレンジ☆をモットーに、簡単 
に始められる軽エクササイズやニュースポーツ（ソ 
フトバレー他）などで無理なく体を動かします。 

４０人 

４０人 

３０人 

２５人 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第１競技場 

市民体育館 
第１競技場他 

毎週水曜日 
午後2:00～3:00

毎週土曜日 
午前9:30～10:45

毎週土曜日 
午前11:00～正午 

毎週金曜日 
午前10:00～11:30

一般男子・女子 

一般男子・女子 

教室名 対象 日時 場所 定員 内　容 

▼対　象＝泉南市在住、在勤の方
▼費　用＝各教室とも10回単位。1教
室につき受講料として大人2,000円、
こども1,000円（ただし、親子体操・
トトロ教室は、親と子１組につき
2,000円）。また、スポーツ傷害保険料
（前期1教室につき大人、子ども各300
円）が必要です
▼申込み期間＝▽抽選教室（笊～笘）
は、上記抽選方法を参照ください▽
抽選教室以外（笙～笨）は４月23日
豸～30日豸の各午前9時～午後5時

（ただし、月曜日午後・火曜日は休
館）。受付期間内でも定員になりしだ
い締め切ります※抽選教室以外でも
４月23日受付開始（午前9時受付整列）
の時点で定員を超えた場合は抽選し
ます
▼申込み場所＝市民体育館
▼申込み方法＝体育館備え付け用紙
に必要事項を記入の上、受講料を添
えて申し込んでください
▼その他＝▽各教室とも５月中旬か
ら始めます。詳しい日程表は受付時

にお渡しします▽申込み締切後は、
受講料、保険料は返却しません▽日
程および時間帯に変更が生じる場合
があります▽各教室とも申込み人数
により開設しない場合があります
（この場合、受講料、保険料は返却し
ます）▽幼児をつれての受講は、ご
遠慮願います（親子体操・トトロ教
室も保護者1人につき子ども1人です）
▽一般男子、女子については、平成
18年４月１日現在で満16歳以上の方
が対象です

▼抽選教室の抽選方法
笊プレイニング体操の受付時間＝４
月22日貍午前９時～９時10分まで
笆チャイルド体操の受付時間＝４月
22日貍午前10時～10時10分まで

笳ちびっこ体操の受付時間＝４月22
日貍午前11時～11時10分まで
笘親子体操・トトロの受付＝４月22
日貍午後１時～１時10分
※前記の時間に受付用紙を受け取り、

定員を超えた場合は、その場で抽選
を行います。なお、受付用紙は１人
につき１枚としますので、１人で２
人以上の申込みはできません。
※参加希望者の抽選権利は１回です。

蘆蘆蘆抽選教室以外蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆

大
阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
次
の
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
・
と
こ

ろ
＝
次
の
と
お
り

▼
対
象
＝
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
、
希
望
の
講
座
名
と
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

職
業
、
志
望
の
動
機
、
以
前
連
合

会
で
受
講
し
た
講
座
名
、
保
育
の

有
無
（
保
育
対
象
は
二
歳
か
ら
就

学
前
）
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
〇
一
二
　
大
阪
市
中
央
区

谷
町
五
・
四
・
一
三
（
谷
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
薀
０

６
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝

四
月
二
十
一
日
貊
午
後
一
時
半
〜

三
時
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
一
階
大
会
議
室
▼
内
容
＝

総
会
、
講
演
・
コ
ー
ラ
ス
▼
講

演
＝
「
認
知
症
の
夫
と
共
に
歩
ん

だ
二
十
一
年
」
／
登
文
子

の
ぼ
り
ふ
み
こ

さ
ん

（
熊
取
町
介
護
者
（
家
族
）
の
会
会

長
）
▼
コ
ー
ラ
ス
＝
「
唱
歌
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」「
世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
」
／
エ
コ
ー
砂
川
▼
参
加
費
・

申
込
み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
薀
祗
１
０
２
７

▼
と
き
＝
五
月
十
日
〜
九
月
二
十

七
日
（
八
月
十
六
日
を
除
く
）
の

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
〜
九
時
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対

象
＝
手
話
初
心
者
で
泉
南
市
在

住
・
在
勤
の
方
▼
定
員
＝
三
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
一
、
二

〇
〇
円
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

四
月
十
四
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
手
話
講
習
会
受
講

希
望
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
高

齢
障
害
福
祉
課
へ
（
内
線
三
〇
九
）

聴
覚
障
害
者
の
方
々
へ
の
円
滑

な
意
思
疎
通
と
情
報
提
供
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
▼
対
象
＝
手
話
に

よ
る
円
滑
な
意
思
疎
通
が
で
き
る

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
▼
選
考
＝

四
月
二
十
六
日
貉
昼
間
と
夜
間
に

審
査
を
実
施
（
応
募
者
に
は
後
日
、

審
査
時
間
・
内
容
・
会
場
を
通
知
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
四
月
十
四

日
貊
ま
で
に
、
高
齢
障
害
福
祉
課

設
置
の
申
請
書
で
来
所
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
番
号
、
審
査
希
望

時
間
帯
等
を
記
入
の
上
、
高
齢
障

害
福
祉
課
へ
（
内
線
三
〇
九
蕭
祟

７
６
６
７
）

▼
受
験
資
格
＝
笊
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
年
四
月
一

日
生
ま
れ
の
方
笆
昭
和
六
十
年
四

月
二
日
以
降
生
ま
れ
で
漓
大
学
を

卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
十
九
年

三
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
滷
人
事
院
が
漓
に
掲
げ

る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方
▼
定
員
＝
全
国
で
約
九
五

〇
人
▼
試
験
日
＝
第
一
次
試
験
六

月
十
一
日
豸
、
第
二
次
試
験
七
月

二
十
四
日
〜
二
十
七
日
の
指
定
す

る
日
▼
申
込
み
期
間
＝
四
月
三
日

豺
〜
十
四
日
貊
（
当
日
通
信
日
付

印
有
効
）
▼
申
込
書
の
請
求
先
＝

人
事
院
近
畿
事
務
局
、
大
阪
国
税

局
、
泉
佐
野
税
務
署
▼
申
込
み
＝

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

（
近
畿
地
域
以
外
で
の
受
験
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
受
験
申
込
書
を
参

照
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
係
薀
０
６
・
６
９

４
１
・
５
３
３
１

▼
職
種
＝
一
般
事
務
お
よ
び
業
務

▼
資
格
＝
次
の
用
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
①
昭
和
五
十
年
四
月
二
日

〜
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
②
普
通
自
動
車
免

許
所
持
者
で
現
在
自
動
車
を
利
用

し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
を
運
転
で
き

る
方
③
パ
ソ
コ
ン
の
初
級
程
度

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
を
操
作
で
き

る
方
）
▼
募
集
定
員
＝
一
名
▼
試

験
内
容
＝
筆
記
試
験
（
高
校
卒
業

程
度
）、
作
文
、
面
接
試
験
▼
試
験

日
＝
四
月
十
八
日
貂
▼
採
用
予
定

日
＝
五
月
一
日
豺
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
四
月
五
日
貉
〜
十
四
日
貊

（
土
日
は
除
く
）
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
に
譖
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
薀
祟
８
６
６
１

８

就
業
支
援
講
習
会

受
講
生
募
集

初
級
手
話
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集

税
務
職
員
（
国
税
専
門
官
）

を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
介
護
者
（
家
族
）

の
会
総
会
を
開
催

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集
譖
泉
南

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
登
録
手
話
通
訳
者
・

手
話
奉
仕
員
を
募
集

受講期間 

受講料 

申込受付 
期　　間 

パソコン初級 

７月１日～８月２６日 
講座（２５名） 

全８回（７月８日除く）毎週土曜日 

１０，０００円（教材費含む） 
谷町福祉センター 谷町福祉センター 谷町福祉センター 
５月１日豺～６月１日貅 
（当日消印有効） 

ヘルパー２級通信 調理師資格取得 

６月３日～１１月末 
講座（２０名） 講座（３０名） 

（スクーリング土曜日 
  １０回、実習平日５回） 

７月中旬～１０月中旬 
（ただし２年以上の 
      実務経験が必要） 

３０，０００円（教材費含む） ８，０００円（教材費含む） 
難波 

４月３日豺～５月３日豢 
（当日消印有効） 

５月２０日貍～６月２０日貂 
（当日消印有効） 

簿記３級 

７月２２日～１１月１１日 
講座（４０名）

全１２回土曜日 

５，０００円（教材費含む） 

５月２２日豺～６月２２日貅 
（当日消印有効）

会　場 

９：３０～１６：３０ ９：３０～１５：３０ 

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



▼
年
金
請
求
な
ど
の
相
談
＝
０
５
７
０
・
０

５
・
１
１
６
５

▼
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
相

談
＝
０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５

▼
受
付
時
間
＝
午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）
一
部
ご
利
用
で
き
な

い
電
話
回
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
貝

塚
社
会
保
険
事
務
所
薀
瞶
１
１
２
２
へ

▼
注
意
＝
▽
電
話
に
よ
る
年
金
相
談
で
は
、

相
談
者
の
確
認
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
点

を
お
尋
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書

を
ご
用
意
く
だ
さ
い

▽
相
談
者
が
ご
本
人
の
場
合：

住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年
金
番
号

▽
相
談
者
が
配
偶
者
の
方
の
場
合：

前
述
の

他
、
配
偶
者
の
方
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
ご

本
人
が
直
接
相
談
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
由

▽
相
談
し
た
い
こ
と
が
ら
は
、
あ
ら
か
じ
め

具
体
的
に
整
理
し
て
メ
モ
に
し
て
お
い
て
頂

け
る
と
ス
ム
ー
ズ
で
す

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

4月6日,13日,27日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

関西国際空港情報：№71

待望の発行決定！
「KANKU CLUB

かんくう　　　　　　くらぶ

カード」誕生！
～「KANKU CLUBカード」関空か

らの旅が、もっと便利でお得に～

関空ならではのサービス特典満

載の「KANKU CLUBカード」がつ

いに登場します。関空内店舗・施

設でのサービス特典に加え、７月

からはアクセス面の特典も加わる、

とても便利＆お得なカードです。

皆様の旅をより便利で快適にサポ

ートする「KANKU CLUBカード」

あなたもぜひご入会ください！

▼年会費＝無料。年間１回以上の

クレジットのご利用が条件

▼問合せ＝KANKU CLUBカウンタ

ー薀碚２０９２（KANKU CLUBカ

ードおよびKANKU CLUBラウンジ

の総合承りカウンターになります）

※詳細についてはホームページを

ご覧ください。→http ://www.

kansai-airport.or.jp/

関空＝花巻線が新規就航！
４月から岩手・花巻空港と関空

が結ばれました。ぜひ御利用くだ

さい。

＜関空発＞１６：０５

＜花巻発＞１０：２５

▼予約・運賃問合せ＝０１２０－

２５－５９７１（ＪＡＬ国内線）

※フライトスケジュールについて

はホームページをご覧ください。

→http://www.kansai-airport.or.jp/

「
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

加
入
・
脱
退
の
届
出
は
十
四
日
以
内
に
邇

退
職
や
収
入
超
過
な
ど
に
よ
り
健
康
保
険

の
扶
養
家
族
か
ら
は
ず
れ
、
会
社
の
健
康
保

険
が
資
格
喪
失
し
た
場
合
は
、
被
用
者
保
険

の
継
続
手
続
き
（
任
意
継
続
）
を
行
う
か
、

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。
国

民
健
康
保
険
の
届
出
は
、
健
康
保
険
資
格
喪

失
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
喪
失
日
よ

り
十
四
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
が
遅
れ
る
と
、
保
険
税
は
事
実
発
生
日
ま

で
遡
っ
て
（
最
高
三
年
間
）
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
就
職
な
ど
を
さ

れ
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
新

し
い
被
保
険
者
証
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
届
出
く
だ
さ
い
。
二

重
加
入
や
無
保
険
状
態
が
無
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

「
任
意
継
続
制
度
」
に
つ
い
て

会
社
な
ど
を
退
職
す
る
と
自
動
的
に
健
康

保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
失
い
ま
す
。
た

だ
し
、
被
保
険
者
期
間
が
二
か
月
以
上
あ
っ

た
場
合
は
、
個
人
で
最
長
二
年
間
被
保
険
者

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
健
康
保

険
の
任
意
継
続
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。
任

意
継
続
の
手
続
き
は
、
資
格
喪
失
日
か
ら
二

十
日
以
内
に
手
続
が
必
要
で
す
。
政
府
管
掌

保
険
の
場
合
は
貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
で
、

組
合
保
険
の
場
合
は
各
健
康
保
険
組
合
に
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
会
社
の
負
担
分

も
含
め
た
額
（
限
度
額
有
り
）
で
す
。「
国
民

健
康
保
険
」
と
「
任
意
継
続
」
の
ど
ち
ら
が

有
利
な
の
か
を
よ
く
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

「
退
職
者
医
療
制
度
」
に
つ
い
て

長
い
間
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
退
職

し
、
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
と
そ

の
扶
養
家
族
は
、
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を

受
け
る
ま
で
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
診
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
医
療
を
受
け
る
人
の
医
療
費

は
、
本
人
の
自
己
負
担
分
以
外
は
、
保
険
税

と
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
が
出
し
あ
う
拠
出

金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
も
し
対
象

と
な
る
人
が
手
続
き
を
し
な
い
で
、
一
般
の

国
保
の
ま
ま
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
し
ま

う
と
、
本
来
、
退
職
者
医
療
制
度
の
拠
出
金

か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
医
療
費
も
国
保
の
負

担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
国
保
の
適
正
運

営
の
た
め
に
も
対
象
と
な
る
人
は
必
ず
、
年

金
証
書
（
裁
定
通
知
）
・
保
険
証
・
印
鑑
を

持
参
の
上
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
退
職
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
る
人
＝
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
①
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を

受
け
て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以

上
、
ま
た
は
四
十
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
十

年
以
上
あ
る
こ
と
②
老
人
保
健
制
度
の
適
用

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
内
線
二
九
一
・
三
八
〇
）
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国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

（
取
得
）・
脱
退（
喪
失
）の
届
出

投票所 

第１区 
新家公民館 

新家 

新家 

新家 

信達 
大苗代 
信達 
市場 

兎田 

兎田 

第２区 
高野老人 
集会場 

第３区 
兎田老人 
集会場 

第24区 
下村老人 
集会場 

第23区 
新家小学校 
体育館 

有権者の住所番地 

255
660

663

689

3190

5076
1070

264
662

3477
5113

3253
4401
5124

271
718

4403

275

277 313 648 653 654 657 658 661

3288

5129 5132
4442
5139

3406
4443
5148

3039

4447
5214

655

3457

656
3186
3461
4473

659
3189
3462
4506

2787
3377
4431
5136

4432
5137

3027～ 3084～ 
3208～ 3261～ 3316～ 3409～ 

3468～ 

1340

2286～ 
1862

4203～ 

5158
2～8

1～33

1～254

18～29 121

5070

1342

2334
1864～ 

4206

5181
5074

1344～ 

2339～ 
1879

4211

5199

1294

5083～ 

1359

2786
1882～ 

4293～ 

5229

1315 1414 2155 4774～ 4789 4800～ 4814 4826～ 4830
4884～ 5001

1112～ 

5004 5006 5007 5013

1131 1134 1136 1138

5015 5038 5044 5046 5049 5054
4861～ 4868

5085

1404～ 

2788～ 
1884

1171～ 1191 1194～ 1197

4383
5087～ 

1413

2849
1888

4389～ 
5089

1440

2857
1921～ 

4400
5095

1441

2858
2154

4404～ 
5096

1201 1204 1213 1216

1459～ 

2863
2156～ 

4416
5099～ 

1465

2867～ 
2196

5029～ 
5101

1470～ 

2873
2228

5031
5104

1688

4166
2241

5034
5105

1835～ 

4167
2244～ 

5067
5110～ 

1859
2283

5069
5120

4454～ 
5127～ 

269～ 

262 276256～ 
719～ 

664～ 
279～ 283

1689～ 1834

44234418～ 

321318～ 
30252875～ 
33963381～ 

649～ 652

第１区、第２区以外の兎田 

第１区、第２区、第23区以外の新家 

311～ 346～ 

別所全地区 

有権者数の増加により、新家地区の投
票所（第１区投票所：新家公民館、第２
区投票所：高野老人集会場、第３区投票
所：兎田老人集会場）に新しく第２３区
投票所として新家小学校体育館、第２４
区投票所として下村老人集会場が、４月
３０日豸に執行される泉南市長選挙から
増設されます。新家地区にお住まいの有
権者の方々については、次のように投票
所が変更されます。
▼投票所＝▽第１区投票所：新家公民館
（新家２９８４番地）
▽第２区投票所：高野老人集会場
（新家２３９１番地の３）
▽第３区投票所：兎田老人集会場
（兎田４６９番地の１）
▽第２３区投票所：新家小学校体育館
（新家９７５番地）
▽第２４区投票所：下村老人集会場
（新家３５５２番地の１）
▼問合せ＝泉南市選挙管理委員会事務局
（内線２６０）



申
告
所
得
税
振
替
納
付
日
は
四
月
二
十
日

貅
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税

振
替
納
付
日
は
四
月
二
十
七
日
貅
で
す
。

な
お
、
預
金
不
足
等
で
振
替
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
本
来
の
税
額
に
加
え
て
、
延

滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
磆
３
４
７
１

四
月
か
ら
粗
大
ご
み
は
、
電
話
に
よ
る
申

込
み
に
な
り
ま
す
。
電
話
に
よ
る
申
込
み
は
、

陶
磁
器
類
、
せ
と
も
の
類
、
ガ
ラ
ス
類
、
や

か
ん
、
皮
革
製
品
、
小
型
金
属
製
品
、
家
具

類
、
ス
プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
、
自
転
車
、
家
庭

用
の
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
を
使
用
す
る
器
具

類
は
全
て
申
込
み
に
な
り
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
は
収
集
・
処
理
で
き
ま
せ
ん

▼
た
た
み
、
竿
、
物
干
し
台
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
台
は
収
集
・
処
理
で
き
ま
せ
ん
）
＝
ご
み

収
集
車
に
入
る
大
き
さ
一
ｍ
以
内
に
切
断
し

て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
＝
ス
プ
リ
ン
グ

だ
け
に
し
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
（
取
り

外
し
た
布
類
に
つ
い
て
は
、
週
一
回
貅
・
貊

の
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
＝
灯
油
、
乾
電
池
を
抜
き

取
っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
＝
乾
電
池
を
抜
き
取
っ
て
か

ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
＝
中
身

を
使
い
切
っ
て
、
安
全
な
場
所
で
穴
を
空
け

ガ
ス
を
抜
き
取
り
、
数
が
た
ま
っ
て
か
ら
申

込
み
く
だ
さ
い

▼
蛍
光
灯
、
電
球
＝
数
が
た
ま
っ
て
か
ら
申

込
み
く
だ
さ
い

▼
乾
電
池
＝
別
の
入
れ
物
（
袋
）
に
入
れ
て

数
が
た
ま
っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
＝
割
れ
な
い
容
器
お

よ
び
こ
ぼ
れ
な
い
容
器
に
入
れ
て
数
が
た
ま

っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い

▼
自
転
車
＝
家
庭
で
使
用
し
た
私
用
車
だ
け

申
込
み
く
だ
さ
い
※
所
有
者
の
分
か
ら
な
い

自
転
車
に
つ
い
て
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

▼
自
治
会
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
等
で
の

申
込
み
＝
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
粗
大
ご

み
・
不
燃
ご
み
を
申
込
み
さ
れ
る
場
合
は
各

世
帯
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
自
治
会
や
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
等
で
処
理
さ
れ
る
場
合

は
、
泉
南
清
掃
事
務
組
合
に
搬
入
す
る
か
一

般
廃
棄
物
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

▼
引
越
し
や
倉
庫
、
納
屋
の
片
付
け
な
ど
で

多
量
に
排
出
さ
れ
る
臨
時
ご
み
＝
各
自
で
泉

南
清
掃
事
務
組
合
に
自
己
搬
入
す
る
か
一
般

廃
棄
物
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

▼
収
集
及
び
焼
却
処
理
で
き
な
い
ご
み
類
＝

バ
イ
ク
、
消
火
器
、
劇
薬
、
農
薬
、
毒
物
、

タ
イ
ヤ
、
オ
イ
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽

油
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
瓦
、
レ
ン

ガ
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
医
療
廃
棄
物
、
産

業
廃
棄
物
、
自
動
車
部
品
類
、
金
庫
、
ピ
ア

ノ
、
風
呂
桶
、
温
水
器
な
ど

▼
そ
の
他
＝
清
掃
課
で
は
、
粗
大
ご
み
の
受

付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

▼
粗
大
ご
み
の
申
込
み
＝
粗
大
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
（
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）
薀
祟
１

１
３
２

清
掃
課
で
は
、
三
種
類
（
ビ
ン
・
カ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
）
の
資
源
袋
を
配
布
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
十
八
年
度
か
ら
資
源
袋
の
配
布
を

中
止
し
ま
す
。
袋
は
、
品
目
別
に
ス
ー
パ
ー

等
で
販
売
し
て
い
る
、
透
明
ま
た
は
半
透
明

の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
済
み
資
源
袋
（
三
種
類
）
お
よ
び
今

回
同
時
配
布
し
ま
す
袋
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
ご
利
用
出
来
ま
す
。

な
お
、
黒
い
袋
ま
た
は
中
身
の
見
え
に
く

い
袋
で
出
さ
れ
ま
す
と
収
集
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

清
掃
課
か
ら
三
月
に
配
布
し
ま
し
た
「
十

八
年
度
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。

▽
二
行
目
に
粗
大
ご
み
と
記
載
し
て
い
ま
す

が
誤
り
で
す
。
削
除
し
て
く
だ
さ
い

▽
十
月
の
土
曜
日
の
日
付
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
第
一
土
曜
日
・
七
日
、
第

二
土
曜
日
･
十
四
日
、
第
三
土
曜
日
・
二
十

一
日
、
第
四
土
曜
日
・
二
十
八
日
で
す

▽
一
月
の
注
意
書
き
の
中
で
、
十
日
（
木
曜

日
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
十
日

（
水
曜
日
）
で
す

▽
二
月
十
日
の
日
付
の
色
が
赤
色
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
正
し
く
は
黒
色
で
す

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５
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　 　 　 　 　 　 珈
玳 笳 笘 珀 珥 珮 珞
璢 筐 筺 琥 珸 琲 琺
瑕 筵 筥 瑙 瑁 瑜 瑩
瑰 筮 箝 瑶 瑾 璋 璞
璧 笊 笆 珎 玻 珀 珥

4月1日～5月6日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　　　珈
玳縱笘珀珥珮珞
璢縻筺琥珸琲琺
瑕繧筥瑙瑁瑜瑩
瑰繪箝瑶瑾璋璞
璧笊笆珎玻珀笞

　　　　　　珈
玳縱笘珀珥珮珞
璢縻筺琥珸琲琺
瑕繧筥瑙瑁瑜瑩
瑰繪箝瑶瑾璋箜
箚笊笆笳笘笙珥

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

4月1日～5月6日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

4月1日～5月６日・薀祟４３６１ 

振
替
納
税
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の

お
詫
び
と
訂
正

資
源
袋
配
布
中
止
の

お
知
ら
せ

粗
大
ご
み
収
集
方
法
を

変
更
し
ま
し
た

市
で
は
、
土
砂
災
害
か
ら
市
民
の
皆
様
の

生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

土
砂
災
害
情
報
相
互
通
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
四
月
三
日
豺
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
電
話
に
よ
り
、
二
十
四
時
間
い
つ
で
も
、

泉
南
市
の
雨
量
情
報
や
各
種
気
象
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
雨
や
長
雨
な

ど
に
よ
る
土
砂
災
害
等
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
こ
の
情
報
を
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
土
砂
災
害
情
報
相
互
通
報
シ
ス
テ
ム
＝

http://w
eather.city.sennan.osaka.jp/

▼
電
話
に
よ
る
雨
量
情
報
な
ど
の
確
認
＝
泉

南
市
雨
量
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
薀
祚
５
６
９
１
・

祚
５
６
９
２
（
最
新
の
情
報
を
自
動
応
答
い

た
し
ま
す
）

▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
五
六
三
）

四
月
一
日
貍
か
ら
大
阪
府
の
流
域
下
水
処

理
場
の
名
称
が
「
南
部
処
理
場
」→

「
南
部

水
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
」
に
か
わ
り
ま
す
。

こ
の
名
称
は
、
下
水
処
理
場
が
良
好
な
水

環
境
の
創
造
や
高
度
処
理
水
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

大
き
な
施
設
空
間
な
ど
を
有
す
る
資
源
の
宝

庫
で
あ
り
、
循
環
型
社
会
を
創
出
す
る
未
来
み
ら
い

へ
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
公
募
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
大
阪
府
で
は
府
民
の
皆
様
に

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
処
理
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
土
木
部
下
水
道
課
薀
０

６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
（
内
線
３
９
５
７
）

泉
南
市
水
道
部
で
は
、
常
に
安
全
で
衛
生

的
な
水
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
浄

水
器
の
訪
問
販
売
や
水
道
法
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
な
い
宅
内
の
給
水
管
の
調
査
・
点

検
・
洗
浄
工
事
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
の
様
な
趣
旨
で
訪

問
す
る
業
者
は
泉
南
市
水
道
部
と
は
一
切
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
泉
南
市
水
道
部
で
行
っ
て
お
り
ま

す
「
メ
ー
タ
ー
交
換
や
漏
水
調
査
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
訪
問
す
る
業
者
に
泉
南
市
水
道

部
発
行
の
証
明
書
を
常
に
携
帯
す
る
様
、
指

導
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
不
審
に
思
わ
れ
た

場
合
は
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
薀
祗
６
５
５
１

四
月
六
日
貅
〜
十
五
日
貍
の
十
日
間
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
、
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的
に
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
取
り
組
み
＝
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

④
め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車
の
追
放

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

泉
南
警
察
署
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
と

協
力
し
て
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
「
春

の
地
域
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
取
り
組
み
＝
①
車
上
狙
い
、
オ
ー
ト
バ
イ

盗
、
自
転
車
盗
な
ど
の
街
頭
犯
罪
予
防
検
挙

②
ひ
っ
た
く
り
の
撲
滅

③
空
き
巣
、
忍
び
込
み
な
ど
の
侵
入
盗
防
止

④
青
少
年
の
非
行
防
止

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
磚
１
２
３
４

自
動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
下

記
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
二
回
ず
つ
巡
回
し

て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら
れ
る
方

は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
八
冊
ま
で
本
を
借
り
て

い
た
だ
け
ま
す
。
今
月
か
ら
一
部
、
週
ま
わ

り
や
時
間
が
変

更
に
な
っ
て
い

ま
す
。
下
記
巡

回
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

な
お
気
象
条

件
等
に
よ
り
巡

回
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
図

書
館
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

4月1日～5月６日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑲  
⑲  
⑳  
⑳  
澡  
澡  

濂  
濂  
⑱  
⑱  
⑲  
⑲  

潸  
潸  
⑥  
⑥  
⑦  
⑦  

濟  
濟  
濕  
濕  
濬  
濬  

⑫  
⑫  
⑬  
⑬  
⑭  
⑭  

濆  
濆  
澪  
澪  
濟  
濟  

⑩  
⑩  
⑪  
⑪  
⑫  
⑫  

４月 ５月 ５月 ４月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　　　　珈
玳笳玻珀珥珮珞
璢筐瑯琥珸琲琺
瑕筵瑟瑙瑁瑜瑩
瑰筮瑪瑶瑾璋箜
箚笊玳笳笘笙珥

巡
回
は
お
休
み
で
す 砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 

は４月から週まわりや時間が変更になりますご注意ください

土
砂
災
害
情
報
相
互
通
報

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

水
道
管
の
調
査
・
清
掃
・

訪
問
販
売
に
つ
い
て

春
の
地
域
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

大
阪
府
流
域
下
水
処
理
場

名
称
変
更



①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
（
事
実
上

の
婚
姻
関
係
を
含
む
）

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た
児
童

た
だ
し
、
以
上
の
①
〜
⑦
に
該
当
し
て
も
、

次
の
場
合
に
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
母
、
養
育
者
ま
た
は
児
童
が
日
本
に
住
ん

で
い
な
い
と
き

▽
母
、
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年
金
、
遺
族

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

▽
児
童
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り
支
給

さ
れ
る
公
的
年
金
、
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

▽
児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の
額

の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
き

▽
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

▽
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
き
（
③

に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
）

▽
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

（
③
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
）

▽
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支
援

施
設
・
保
育
所
・
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

▽
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
の
時
点
で
、

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ

た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
る

と
き

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
手
当
の
額
は
、
請

求
者
ま
た
は
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の

前
年
（
一
月
〜
六
月
の
請
求
に
つ
い
て
は

前
々
年
）
の
所
得
に
よ
っ
て
、
全
部
支
給

（
四
一
、
七
二
〇
円
）、
一
部
支
給
（
四
一
、

七
一
〇
円
〜
九
、
八
五
〇
円
）、
全
部
停
止

が
決
ま
り
ま
す

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
が
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
、
婚
姻
届
を
し
て
い
な
い
事
実
上
の
配
偶

者
が
あ
る
場
合
な
ど
支
給
要
件
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
氏
名
、
住
所
や
金
融
機
関

を
変
更
し
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

二
十
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
中

程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
①
〜
③
の
ど
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
ま
た
は
児
童

が
日
本
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支
援

施
設
・
保
育
所
・
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

③
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
手
当
の
額
は
、
児

童
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す

▽
一
級
（
重
度
の
障
害
）
は
一
人
に
つ
き
五

〇
、
七
五
〇
円

▽
二
級
（
中
程
度
の
障
害
）
は
一
人
に
つ
き

三
三
、
八
〇
〇
円

た
だ
し
、
請
求
者
ま
た
は
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
義
務
者
の
前
年
（
一
月
〜
六
月
の
請
求

に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▼
手
続
き
＝
認
定
請
求
書
に
診
断
書
な
ど
の

書
類
を
添
え
て
児
童
福
祉
課
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
診
断
書
の
様
式
は
定
ま

っ
て
お
り
、
ま
た
省
略
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
の
際
に
は
、
必
ず
事
前
に

児
童
福
祉
課
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
に
対
し
、

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
一
、
二
級
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
方
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

▼
助
成
額
＝
初
乗
り
基
本
料
金
（
た
だ
し
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申
請
さ
れ
る
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳
、
印

鑑
を
持
参
の
上
、
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
（
内

線
三
〇
九
）

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
で
あ
る

府
立
障
害
者
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四

月
か
ら
セ
ン
タ
ー
と
「
光
明
池
駅
」
間
な
ら

び
に
「
中
百
舌
鳥
駅
」
間
の
専
用
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

ま
た
毎
土
・
日
曜
日
を
「
障
害
者
専
用
利

用
日
」
と
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
専
用

時
間
帯
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
運
行
期
間
＝
▽
中
百
舌
鳥
駅
前
発
、
一
日

四
往
復：

平
成
十
八
年
四
月
一
日
貍
〜
平
成

十
九
年
三
月
三
十
一
日
貍
の
毎
土
・
日
曜
日

（
七
月
二
十
一
日
貊
〜
八
月
三
十
一
日
貅
は

平
日
も
運
行
※
た
だ
し
休
館
日
は
除
く
）

▽
光
明
池
駅
前
か
ら
は
毎
日
運
行
（
一
日
十

四
往
復
）

▼
乗
車
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
車
イ
ス
の
方
は
、
乗
車
日
の
二

週
間
前
か
ら
事
前
予
約
を
受
付
け
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
＝
セ
ン
タ
ー
管
理
調
整
班
薀
０
７

２
・
２
９
６
・
６
３
１
１
㈹

大
阪
府
で
は
、
身
体
障
害
者
の
方
に
対
し
、

日
常
生
活
動
作
の
補
助
お
よ
び
自
立
と
社
会

参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

大
阪
府
身
体
障
害
者
補
助
犬
（
盲
導
犬
、
介

助
犬
、
聴
導
犬
）
貸
与
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
＝
四
月
二
十
日
貅
必
着

▼
応
募
資
格
＝
▽
大
阪
府
内
（
大
阪
市
内
）

に
一
年
以
上
居
住
し
満
十
八
歳
以
上
の
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
の
方
（
視
覚
障
害
一
級
、

聴
覚
二
級
、
肢
体
障
害
一
・
二
級：

そ
の
他

詳
細
な
資
格
は
要
確
認
）
で
補
助
犬
を
必
要

と
す
る
方

▼
申
込
方
法
＝
申
請
書
は
泉
南
市
高
齢
障
害

福
祉
課
窓
口
に
て
配
布
※
大
阪
府
審
査
会
に

て
貸
与
候
補
者
を
決
定

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
〒
五
四
〇
・
八
五
七

〇
　
大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害
保
健
福
祉
室

計
画
推
進
課
社
会
参
加
支
援
グ
ル
ー
プ
へ
薀

０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
蕭
０
６
・
６

９
４
２
・
７
２
１
５

15

補
助
犬
を
必
要
と
さ
れ
る
方

を
募
集
し
ま
す

府
立
障
害
者
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
　

送
迎
バ
ス
運
行
の
ご
案
内

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
助
成
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

14

母
子
家
庭
の
母
が
自
主
的
に
行
う
職
業
能

力
の
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
就
業
相
談
を

通
じ
て
指
定
し
た
講
座
を
受
講
し
た
後
に
自

立
支
援
教
育
給
付
金
・
高
等
技
能
訓
練
促
進

費
を
支
給
し
ま
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、

養
成
機
関
で
の
修
業
開
始
一
か
月
前
に
事
前

相
談
が
必
要
で
す
。
受
講
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

笊
自
立
支
援
教
育
給
付
金
を
受
け
る
場
合
＝

受
講
期
間
が
一
年
以
内
で
あ
る
こ
と
（
受
講

期
間
は
平
成
十
八
年
四
月
〜
十
二
月
ま
で
）

笆
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
受
け
る
場
合
＝

▽
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
介
護
福
祉
士
・

保
育
士
・
作
業
療
法
士
等
の
方
で
養
成
機
関

等
で
す
で
に
二
年
（
修
業
期
間
）
が
経
過
し

て
三
年
目
に
な
る
方
▽
募
集
人
数
は
二
名

（
四
月
二
十
八
日
貊
申
込
み
締
切
）

▼
笊
笆
の
対
象
＝
母
子
家
庭
の
母
で
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
同

様
の
所
得
水
準
に
あ
る
方

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
子
ど
も
を
養

い
、
守
り
育
て
て
い
る
方
が
も
ら
え
る
手
当

で
す
。（
所
得
額
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
最
初
の
子
ど
も
は

五
、
〇
〇
〇
円
、
二
人
目
の
子
ど
も
は
五
、

〇
〇
〇
円
、
三
人
目
以
降
の
子
ど
も
は
一
〇
、

〇
〇
〇
円

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
庭
に
お
け

る
生
計
の
中
心
者
）
名
義
の
銀
行
等
の
通
帳
、

請
求
者
の
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
児
童

福
祉
課
へ
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
申

請
に
な
り
ま
す
）

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
①
〜
⑦
の

よ
う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
速
や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

①
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給
者
が

退
職
し
た
と
き

②
出
生
等
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童

が
増
加
し
た
と
き

③
受
給
者
の
住
所
が
他
市
区
町
村
に
変
わ
っ

た
と
き

④
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

⑤
受
給
者
、
児
童
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

⑥
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と
き

⑦
支
払
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
た
い
と
き

※
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
給
で
き
る
月

分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
手

当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
一
二
）

母
子
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

を
通
じ
て
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象
＝
次
の
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か

の
条
件
に
該
当
す
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
児
童
」
と

は
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
（
法
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
二
十
歳
未
満
）
の
児
童

を
さ
し
ま
す
。

（№６３） 

「教育問題審議会の市民委員を募集」　教育委員会 
泉南市教育委員会では、平成１６年４月より「これ

からの泉南市の教育のあり方について」を教育問題審

議会に諮問しました。審議会では就学前教育部会、学

校教育部会、地域家庭教育部会の３部会に分かれて、

幼稚園、学校、地域家庭の今後のあり方について話し

合いを重ね、平成１８年３月に答申をいただきました。

しかし、学校教育部会では「学校規模の適正化」に

むけての校区の再編について、具体案を作成するには

至りませんでした。そこで、このたび再度、教育問題

審議会をたちあげ、「学校規模の適正化」の具体案を

審議していきたいと考えています。

一般市民の委員を公募しますので、積極的な参加を

お待ちしています。

※平成１６年４月～平成１８年３月までに開催されま

した教育問題審議会の議事録は、情報公開コーナーに

設置してありますので参考にしてください。また、泉

南市ホームページにも掲載しておりますので「教育問

題審議会」で検索の上ご利用ください。（http://

www.city.sennan.osaka.jp/）

▼応募資格＝泉南市在住の２０歳以上の人（平成１８

年４月１日現在）

ただし次に該当する方は除きます。

・国および地方公共団体の議会議員

・泉南市職員および市立幼・小・中学校の職員

・国公立・私立大学の教員

▼選考方法＝「私の考える校区とは」をテーマに小論

文（８００字程度）提出

▼募集人数＝若干名

▼応募用紙の配布＝４月５日貉～１４日貊の期間に教

育委員会教育総務課で配布（土日は除く）

▼募集期間＝４月１０日豺～１４日貊

▼選考結果＝審査の上、平成１８年４月末までに本人

に通知

▼問合せ・提出先＝教育総務課（内線２５４）

児
童
扶
養
手
当
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
・

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
に
つ
い
て



介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
な
ど
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
選
択
し
、

提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
意

思
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
施

行
後
五
年
が
経
過
す
る
中
で
、
今
回
見
直
し

が
行
わ
れ
、
四
月
か
ら
（
一
部
は
昨
年
十
月

に
実
施
）
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

▼
追
加
さ
れ
る
認
定
調
査
の
項
目
＝
こ
れ
ま

で
の
七
十
九
項
目
の
調
査
に
加
え
て
、
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
「
日
中
の
生
活
」「
外
出

頻
度
」「
家
族
・
居
住
環
境
、
社
会
参
加
の

状
況
な
ど
の
変
化
」
が
追
加
さ
れ
ま
す

▼
要
介
護
状
態
の
区
分
変
更
＝
現
行
の
要
介

護
一
の
状
態
の
人
に
つ
い
て
、
日
常
の
活
動

量
や
生
活
が
不
活
発
な
原
因
と
な
る
状
況
を

踏
ま
え
て
状
態
の
維
持
・
改
善
の
可
能
性
を

審
査
し
、「
要
介
護
一
」「
要
支
援
二
」
に
分

か
れ
ま
す
《
縡
参
照
》

※
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
満
了
日
が
平
成

十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
降
の
人
か
ら
、
新

し
い
制
度
の
認
定
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
す

▼
要
介
護
一
〜
五
＝
自
立
生
活
を
送
る
た
め

に
介
助
を
必
要
と
す
る
度
合
い
が
高
い
人

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給
付
）
が
利
用
可
能

▼
要
支
援
一
〜
二
＝
要
介
護
状
態
が
軽
く
、

心
身
機
能
が
改
善
す
る
可
能
性
が
高
い
人

※
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
新
予
防
給
付
）
が

利
用
可
能
《
縒
縱
縟
参
照
》

な
お
、
要
介
護
・
要
支
援
と
も
に
新
た
に

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
要
介
護
認
定
で
「
非
該
当
」
と
な
っ
た

人
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
介
護
や
支
援
が
必

要
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、

市
や
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
実
施

す
る
介
護
予
防
事
業
（
地
域
支
援
事
業
）

《
縉
参
照
》
が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
（
内
線
三
三
六
）
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介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

利用申込み 
「地域包括支援センター」 
《縱参照》が居宅介護支援事業 
所（ケアマネジャー）と連携 
をとり利用の申込みを行います。

アセスメント 
地域包括支援センターの保健師 
等または、センターから委託を 
受けた居宅支援事業者が、利用 
者の心身の状況や生活環境など 
を把握し、課題を分析します。 

介護予防ケアプランの作成 
目標を設定して、それを達成す 
るための支援メニューを利用者、 
家族、サービス担当者などを含 
め検討します。 
目標を達成するためのサービス 
の種類や利用回数を決定します。 

サービスの利用 
介護予防ケアプランに基づき、 
介護予防サービス（新予防給付） 
《縟参照》を利用。 

一定期間ごとに効果を評価、 
プランを見直し 

縒 要支援１～２の方 

要介護１ 
要支援 

要介護２ 
要介護３ 
要介護４ 
要介護５ 

要介護１ 

要支援１ 

要支援２ 
要介護２ 
要介護３ 
要介護４ 
要介護５ 

縡【平成18年４月から】 【現行】 

縟 介護予防サービス（新予防給付）
要支援１・２の人が要介護状態になるの

を予防し、心身機能の改善を図るため介護
予防サービス（新予防給付）が創設されます。
▽訪問介護や通所介護などは、よりご本人
の自立度を高めるように提供されます
▽通所サービスにおいては、選択メニュー
（運動器の機能向上、口腔機能の向上、栄養
改善）が追加されます　
※ただし、従来どおりの「要支援」の認定
を受けている方は、有効期間が経過するま
では、現在のサービスを利用できます

縱 地域包括支援センター
高齢者が住み慣れた地域で自立して

生活を継続できるようにするため、保
健師等、社会福祉士、主任ケアマネジ
ャーが中心となって、介護予防のケア
マネジメントをはじめとする高齢者へ
の総合的な支援を行う機関です。泉南
市では、２か所の地域包括支援センタ
ーが設置され、市内を４つの生活圏域
に分けた中で、２圏域ずつを担当する
ことになります。
▼地域包括支援センターのおもな業
務＝①総合相談・支援や他の必要なサ
ービスとの連携
②介護予防のケアマネジメント（ケア

プラン作成など）
③地域のケアマネジャーへの助言や支
援、地域ネットワークづくり
④高齢者の虐待防止のための相談や権利
擁護

笊泉南市地域包括支援センター六尾の郷
泉南市信達金熊寺１３０薀祀２８５１
笆泉南市地域包括支援センターなでしこ
りんくう
泉南市りんくう南浜３－７薀祀５６０１

縉 地域支援事業による介護予防事業
生活機能が低下傾向にあり、介護や支

援を必要とするおそれのある虚弱高齢者
などを対象に、要支援・要介護状態にな
らないよう、市や市から委託を受けた事
業者が介護予防事業を行います
▼対象＝▽基本健診などにより、介護予
防の必要があると判定された人などです
▽要介護認定を受けていない人や非該当
の人も、介護予防が必要と認められれば
利用できます

▼利用方法＝利用にあたっては、地域包
括支援センター《縱参照》が、ご本人の
日常生活状況を踏まえた介護予防ケアプ
ランを作成し、それに基づいた介護予防
サービスを利用することになります
▼利用できるサービス＝転倒骨折予防・
栄養改善・口腔機能の改善向上・食の自
立支援・認知症予防・うつ予防／支援・
地域リハビリテーション・シルバーいき
いき体操など

四
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
障
害
種
別
ご
と

に
異
な
る
法
律
に
基
づ
い
て
自
立
支
援
の
観

点
か
ら
提
供
さ
れ
て
き
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

公
費
負
担
医
療
な
ど
に
つ
い
て
、
共
通
の
制

度
の
下
で
一
元
的
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。

変
更
点
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

笊
障
害
の
種
別
（
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
）
に
か
か
わ
ら
ず
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
仕
組
み
を
一
元
化
し
、
施
設
や
事
業
も
再

編
し
ま
す

笆
市
町
村
が
責
任
を
も
っ
て
一
元
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

笳
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
と
所
得
に

応
じ
た
負
担
を
行
う
と
と
も
に
、
国
と
地
方

自
治
体
の
費
用
負
担
を
ル
ー
ル
化
し
て
財
源

を
確
保
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に

充
実
し
ま
す

笘
一
般
就
労
へ
の
移
行
を
目
的
と
し
た
事
業

を
創
設
し
、
障
害
者
が
働
き
や
す
い
社
会
を

め
ざ
し
ま
す

笙
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
に
支
給
決

定
の
仕
組
み
を
透
明
・
明
確
化
（
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
を
判
定
す
る
全
国
統
一
の
基
準
や

市
町
村
審
査
会
の
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
）

こ
の
法
律
で
は
、「
自
立
支
援
給
付
」
と

「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
を
柱
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

▼
自
立
支
援
給
付
（
一
部
既
存
サ
ー
ビ
ス
は

四
月
か
ら
施
行
）＝
▽
介
護
給
付：

在
宅
や
施

設
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
程
度
区
分
に
よ

り
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り
ま
す
）

▽
訓
練
等
給
付：

適
性
に
応
じ
た
自
立
訓

練
、
就
労
支
援
な
ど

▽
自
立
支
援
医
療：

従
来
の
「
精
神
通
院
医

療
」
「
更
生
医
療
」
「
育
成
医
療
」
を
統
合

（
四
月
か
ら
施
行
）

▽
補
装
具：

身
体
機
能
を
補
完
、
代
替
す
る

補
装
具
を
購
入
す
る
費
用
を
支
給

▼
地
域
生
活
支
援
事
業
＝
「
相
談
支
援
」

「
日
常
生
活
用
具
給
付
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
支
援
」「
移
動
支
援
」
や
、
通
所
で
創

作
的
活
動
な
ど
を
行
う
「
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
」
な
ど

「
介
護
給
付
」「
訓
練
等
給
付
」
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
盧
障
害
の
程
度
、
盪
介
護

者
や
生
活
の
状
況
、
蘯
本
人
や
家
族
の
意
向
、

盻
訓
練
や
就
労
に
つ
い
て
の
評
価
な
ど
を
勘

案
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
総
合
的
に
判

定
し
て
決
定
し
ま
す
。

▼
障
害
程
度
区
分
の
認
定
＝
▽
一
次
判
定：

心
身
状
況
に
つ
い
て
全
国
統
一
の
一
〇
六
項

目
の
質
問
調
査

▽
二
次
判
定
（
介
護
給
付
の
み
）：

学
識
経
験

者
な
ど
に
よ
る
「
市
町
村
審
査
会
」
で
の
検
討

※
サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望
者
は
、
一
次
・
二
次

判
定
の
結
果
か
ら
区
分
「
１
」
〜
「
６
」
ま

た
は
「
非
該
当
」
の
い
ず
れ
か
に
認
定
さ
れ

ま
す
（
障
害
程
度
区
分
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り
ま
す
）

▼
定
率
負
担
＝
サ
ー
ビ
ス
利
用
負
担
は
、
利

用
料
の
一
割
の
定
率
負
担
に
な
り
ま
す
（
た

だ
し
、
所
得
ご
と
に
上
限
額
が
設
定
）

▼
実
費
負
担
＝
施
設
で
の
食
費
・
光
熱
水
費

な
ど
は
実
費
負
担
に
な
り
ま
す
（
負
担
ル
ー

ル
は
障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
）

▼
上
限
額
を
設
定
＝

定
率
負
担
で
は
、
所

得
に
応
じ
て
四
つ
の

区
分
で
上
限
額
が
設

定
（
下
表
参
照
）

▼
入
所
施
設
な
ど
で

の
個
別
減
免
＝
入
所

施
設
等
（
二
十
歳
以

上
）
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
を
利
用
す
る
場

合
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
預
貯
金
な
ど
が
三
五
〇
万
円
以
下
の

方
は
、
定
率
負
担
を
減
免

▼
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
減
免
＝
社
会
福
祉

法
人
が
提
供
す
る
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
入
所
施

設
な
ど
（
二
十
歳
未
満
）
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
三
年
間
経
過

措
置
と
し
て
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
収
入

や
資
産
が
一
定
以
下
の
方
は
、
一
つ
の
事
業

所
に
お
け
る
利
用
者
負
担
額
の
上
限
が
半
額

▼
同
一
世
帯
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
複
数
い

る
場
合
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
負
担

上
限
＝
月
額
負
担
上
限
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

▼
食
費
な
ど
の
軽
減
措
置
＝
▽
入
所
施
設：

低
所
得
者
を
対
象
に
、
食
費
・
光
熱
水
費
を

負
担
し
て
も
一
定
の
金
額
が
手
元
に
残
る
よ

う
に
補
足
給
付
が
あ
り
ま
す

▽
通
所
施
設：

低
所
得
者
の
場
合
、
施
行
後

三
年
間
、
食
費
の
利
用
者
実
費
負
担
は
食
材

料
費
の
み
（
人
件
費
相
当
分
は
除
く
）

▼
生
活
保
護
へ
の
移
行
防
止
策
＝
サ
ー
ビ
ス

利
用
負
担
の
た
め
に
生
活
保
護
対
象
と
な
る

場
合
に
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
額
ま
で
定
率

負
担
の
上
限
額
と
実
費
負
担
分
を
引
き
下
げ

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
一

三
）
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利用者負担上限額（月額） 
区分 
市民税課税世帯 
市民税非課税世帯 
市民税非課税世帯で本人 
収入が80万円以下の方 
生活保護受給世帯 

負担上限額 
37,200円 
24,600円 

15,000円 

0円 

自立支援給付 

地域生活支援事業 

居宅介護 
重度訪問介護 
行動援護 
療養介護 
生活介護 
児童デイサービス 
短期入所 
重度障害者等包括支援 
共同生活介護 
施設入所支援 

自立訓練（機能訓練・生活訓練） 
就労移行支援 
就労継続支援 
共同生活援助 

相談支援　コミュニケーション支援　日常生活用具 
移動支援　地域活動支援　福祉ホーム 

広域支援　人材育成 

（旧）更正医療 
（旧）育成医療 
（旧）精神通院公費 

 
 
 
 
 
 
 
 

介
護
給
付 

障
害
者
・
児 

訓
練
等 

給
付 

自
立
支 

援
医
療 

補
装
具 

市町村 

都道府県 

支援 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る 

総
合
的
な
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
全
体
像 

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す 
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す 



「
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
」
は
、
女
性

が
日
々
直
面
し
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
、
女
性
の
視
点
か
ら
相
談
者
の
自
立
と
主

体
的
な
生
き
方
を
め
ざ
し
、
電
話
で
の
相
談

者
の
心
の
声
に
耳
を
傾
け
、
必
要
な
援
助
と

問
題
解
決
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

女
性
は
、
人
間
関
係
に
お
い
て
、
調
整
役

と
し
て
扱
わ
れ
、
自
分
の
思
い
や
、
悩
み
を

心
の
中
に
押
し
込
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
少
し
楽
に
な
っ
た
り
、

問
題
が
整
理
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
は

じ
め
て
の
子
育
て
で
、
不
安
」「
最
近
、
夫
と

話
す
機
会
が
な
い
」「
離
婚
し
た
い
が
、
経
済

的
に
不
安
」「
近
所
の
人
と
う
ま
く
い
か
な
い
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
最
近
病
気
ば
か
り
で
看
病

が
大
変
」
ｅ
ｔ
ｃ
。
ど
ん
な
内
容
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
ナ

ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
）

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
、
三
、
四
、
木
曜
日

午
前
十
時
〜
正
午
　
午
後
一
時
〜
三
時
（
祝

日
を
除
く
）

▼
相
談
実
施
日
＝
左
表
の
と
お
り

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
＝
薀
祗
０
５
９
０

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

▼とき・テーマ＝
①5月9日貂 ステキな私
②5月16日貂 ステキな関係
③5月23日貂 ステキな明日　
時間はいずれも午前10時～正午。全3回でワークショップと
講義形式で行います
▼ところ＝あいぴあ泉南3階研修室
▼講師＝金

きむ

香
か

百
ゆ

合
り

さん（HEALホリスティック教育実践研
究所所長）
▼定員＝30人（多数の場合は抽選）
▼参加費＝無料
▼手話通訳＝あります（事前予約が必要）
▼一時保育＝定員は7名（多数の場合は抽選）。1歳以上就学
前のこどもが対象です。なお、一時保育を希望される方は、
初回のみ子ども一人につき保険料として500円が必要です

▼その他＝基本的に連続し
て受講してください
▼申込み＝4月24日豺まで
に、電話、FAX、ハガキ、
Ｅメールで住所、氏名、
電話番号、手話通訳およ
び一時保育の要否、一時
保育を希望される場合は
子どもの名前（ふりがな）、
生年月日を明記の上、
〒590-0592（住所不要）
泉南市人権推進課　
薀祀2855 蕭祗0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp まで
▼問合せ＝人権推進課（内線270）
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直通　薀 祀２８５５

4月 13日 20日 27日 

月 第2木曜日 第3木曜日 第4木曜日 

5月 11日 18日 25日 

6月 8日 15日 22日 

7月 13日 20日 27日 

8月 10日 17日 24日 

9月 14日 21日 28日 

10月 12日 19日 26日 

11月 9日 16日 ー 

12月 14日 21日 28日 

1月 11日 18日 25日 

2月 8日 15日 22日 

3月 8日 15日 22日 

「いいお母さん」「いい奥さん」と言われて悪い気はしない。でも、そういう「理想の人」になろうと頑張りすぎていませ
んか。私自身が幸せであること、短所も長所も含めて自分を好きで、自分をOKと思えて、自分をほめてあげられる、そんな
「私」を大切にすることで、相手も大切にできる・・・。金香百合さんをお迎えして、対話を通して実践的に学びます。

講師の金　香百合さん

女性のための電話相談日程表

わ
が
国
で
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十

七
）
年
に
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上

と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
加
齢
に
伴
う
判
断
能
力
の

低
下
や
身
体
機
能
の
減
退
は
、
個
人
差
が

あ
り
ま
す
が
、
仕
事
や
社
会
参
加
の
意
欲

を
持
ち
、
実
際
に
活
躍
し
て
い
る
高
齢
者

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
意
欲
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
年
齢
を
理
由
に
社
会
参
加

の
機
会
を
奪
わ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知

症
の
高
齢
者
、
障
害
や
疾
病
を
有
す
る
高

齢
者
な
ど
の
中
に
は
、
日
常
生
活
に
お
い

て
財
産
や
金
銭
を
搾
取
さ
れ
た
り
、
暴
力

や
い
じ
め
に
あ
う
と
い
っ
た
権
利
侵
害
の

事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

社
会
の
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
が
身
近

な
テ
ー
マ
と
な
る
に
つ
れ
て
高
齢
者
へ
の

虐
待
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
一
日
に
「
高

齢
者
虐
待
防
止
法
・
養
護
者
支
援
法
」
が

成
立
し
、本
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、「
高
齢
者
虐
待
の

防
止
と
人
権
」
と
題
し
て
高
齢
者
の
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
、
高
齢
者
虐

待
の
現
状
と
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
、
虐
待
問
題
の
予
防
や
解

決
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
五
日
貍
午
後
二
時
半
〜

四
時

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
　
一
階
大
会

議
室

▼
テ
ー
マ
＝
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
と
人

権
」

▼
講
師
＝
柴
尾
慶
次

し
ば
お
よ
し
つ
ぐ

さ
ん
（
フ
ィ
オ
ー
レ

南
海
施
設
長
）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）

▼
手
話
通
訳
＝
あ
り
ま
す

▼
一
時
保
育
＝
定
員
は
七
名
、
一
歳
以
上

就
学
前
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。
希
望
者

は
四
月
六
日
貅
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
人
権
推
進
課
へ

薀
祀
２
８
８
５
、
蕭
祗
０
０
７
５

e-m
ail:jinken@

city.sennan.lg.jp

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課（
内
線
二
七
〇
）
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高齢者虐待とは

高齢者の基本的人権を侵害し、高齢者の心身に深い傷

を負わせ、時に犯罪上の行為をいい、次のような種類

があります。

●身体的な虐待…殴る、蹴る、つねるなどの暴行で、

骨折したりアザなどの傷跡ができた場合。

●性的な虐待…性的な暴力や“いたずら”をされた場

合(夫婦間も含む)。

●心理的な虐待…脅迫や侮辱などの言葉による暴力を

うけたり、無視により孤立させられ、心理的に不安定

に陥っている場合。

●経済的な虐待…意に反して、年金などの現金を渡さ

れなかったり、取り上げて使用されたり、不動産を無

断で処分された場合。

●世話の放棄…必要な介護の拒否、必要な医療や食事

の提供制限など、健康状態を損なう放置、理不尽な火

気器具の使用禁止など、生活上の不合理な制限、戸外

への締め出しなど、健康の維持や日常生活への援助が、

意図的にされていない場合。

講師の柴尾慶次さん



健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 4月5日貉 5月10日貉 
平成17年11月生 
平成17年12月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成15年9月生 
4月27日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後6か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後6か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ポリオの予防接種 4月6日貅、19日貉 午後1時半～2時半 
生後3か月～7歳6か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

4月7日貊、10日豺、 
17日豺、24日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 4月12日貉 午後0時半～1時10分 平成14年9月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

4月18日貂 
4月25日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 4月28日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、 
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 4月27日貅 
午後1時～1時20分 

平成15年8月生 
平成16年8月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第1～3金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第1～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場　第3 
火曜日▼東信達老人 
集会場　第2・4木曜日 
午後2時から1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 4月26日貉 午後０時半～１時半 平成16年9月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

離乳食講習会 4月24日豺 
午後1時半～3時10分 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。携行品は母子手帳、筆記 
用具。平成18年度から内容を一部変更します。詳細は問合せください。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 4月28日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 4月5日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金　午前9時15分～ 
12時15分、午後1時～4時 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀62-7701

4月27日貅　スカイシティーオークワ泉南店 
午前10時～正午、午後1時～4時半 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120-524133 
でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀82-7615

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀62-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第1水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀62-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 
直接申し込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る1年前から 
前日までに1回。（ただし、麻しん・風しん予防接種を一度も受けていないお子さん） 

（２歳６か月児歯科健康診査・親子教室） 

▼血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、 
腎機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、 
眼底検査を実施。便潜血検査2日法。出来るだけセット 
で受けてください。携行品は健康手帳、65歳以上の方 
は、健康度評価のための質問票 
▼費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-1　薀83-2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378　薀83-2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31-311　薀82-7018 
▼新泉南医院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ） 
　りんくう南浜3-7　薀80-5618 
40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけ 
セットで受けてください。　▼費用＝600円 

▼20歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 
昨年受けた方は受 
けられません 

▼40歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 

随時 
市内の各医療機関 
直接申込んでくだ 
さい 

随時 
市内の各婦人科 
医療機関 
直接申込んで 
ください 

 

 

（2006.4） 
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基
本
健
康
診
査
、
各
種
が
ん

（
肺
・
胃
・
大
腸
）
検
診
の
セ
ッ

ト
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
五
十
人

▼
費
用
＝
二
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
四
月
二
十
八
日
貊

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。
日
程
等
詳
細
に
つ

い
て
は
、
今
月
号
折
込
の
保
存

版
平
成
十
八
年
度
保
健
事
業
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
六
月
六
日
貂
・
八
日

貅
の
午
前
中
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
各
五
十
人

▼
費
用
＝
胃
が
ん
検
診
八
〇
〇

円
、
大
腸
が
ん
検
診
二
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
四
月
十
七
日
豺
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は

電
話
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
そ
の
他
＝
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
は
で
き
る
だ
け
セ
ッ
ト

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。
現
在
治

療
中
も
し
く
は
経
過
観
察
中
の

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
が

混
合
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
と
な

り
、
対
象
年
齢
が
次
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

▼
生
後
十
二
か
月
〜
二
歳
未
満

▼
平
成
十
二
年
四
月
二
日
〜
平

成
十
三
年
四
月
一
日
生
ま
れ

（
小
学
校
入
学
一
年
前
）
で
麻
し

ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
ど
ち

ら
も
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
麻

し
ん
・
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
の

予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
と
も
に

進
め
る
離
乳
食
に
つ
い
て
、
詳

し
く
、
ま
た
楽
し
く
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
平
成
十
八
年

度
か
ら
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

準
備
期
と
初
期
、
中
期
と
後

期
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
講
義

を
行
い
ま
す
。
実
演
（
試
食
）

は
全
体
で
行
い
ま
す
が
、
赤
ち

ゃ
ん
と
一
緒
に
参
加
す
る
方
に

は
別
保
育
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り

と
受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
別
保
育
は
、
リ
ト
ル
ま

ま
教
室
（
妊
婦
教
室
）
参
加
の

妊
婦
と
ス
タ
ッ
フ
で
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん

と
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
ご
了
承
い
た
だ

け
る
方
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
講
習
会
終
了
後
は
感

想
等
お
話
で
き
る
場
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
友
だ
ち
の

輪
を
広
げ
る
良
い
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
離
乳
の
進
み
具

合
に
合
わ
せ
て
、
何
度
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

従
来
の
健
診
内
容
に
健
康
度
評

価
の
た
め
の
質
問
や
検
査
項
目

（
必
要
な
方
の
み
）
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
健
診
受
診
時
は
、
健
康

度
評
価
の
た
め
の
質
問
票
（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
記
入

し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

六
十
五
歳
以
上
で
基
本

健
診
を
受
け
る
方
へ

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
が
変
わ
り
ま
す

離
乳
食
講
習
会
が

変
わ
り
ま
す

セ
ッ
ト
健
診
を
実
施

し
ま
す

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

▼対象＝15歳以上の市民（肺がん検診は40歳以上の方）
▼費用＝基本健康診査1,000円、結核検診・肺がん検診無
料（ただし、肺がん検診の喀痰検査が必要な場合は400円）
▼携行品＝健康手帳（40歳以上でお持ちでない方には当日
発行）、健康度評価のための質問票（65歳以上の方、自宅
で記入の上持参）、介護保険書（65歳以上の方）
▼内容＝▽基本健康診査（検尿・血圧測定・血液検査・診
察等）▽結核健診（胸部Ｘ線写真）▽肺がん検診（胸部Ｘ
線写真、必要な方に喀痰検査）

▼その他＝▽生活
保護または市民税
非課税世帯の方は、
申込み時に申し出
てください▽住民
検診を受けた方は、
セット検診を受け
られません▽受付
時間が変わりまし
た。ご注意くださ
い
▼申込み・問合
せ＝4月10日豺～5
月31日貉までに電
話で保健センター
へ

午前 9時45分～11時 
午後 1時45分～3時 

実施日 実施時間 検診会場 

6月1日貅 午前のみ 東信達老人集会場 

6月1日貅 午後のみ 人権ふれあいセンター 

6月2日貊 午前・午後 西信達公民館 

6月6日貂 午前・午後 樽井区民センター 

6月8日貅 午前・午後 新家公民館 

6月9日貊 午前のみ 兎田老人集会場 

6月9日貊 午後のみ 一丘老人集会場 

6月12日豺 午前のみ 幡代老人集会場 

6月12日豺 午後のみ 浜老人集会場 

6月15日貅 午前のみ 岡中老人集会場 

6月15日貅 午前のみ 男里老人集会場 

6月16日貊 午前・午後 信達公民館 

6月26日豺 午前・午後 砂川老人集会場 

6月20日貂 午前・午後 八幡山自治会館 

住民検診日程表



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わくりんくう」を映像と文

字番組で放送しています。

ただし、視聴するにはケ

ーブルテレビへの加入が必要です。また、視聴でき

ない地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわくりんくう」は１か

月間１番組となっております。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェ

イコム関西・りんくう局

薔０１２０－０８９－３４４

▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

４月１日貍 
　　～ 
４月３０日豸 

地域に根ざした魅力ある店づくりを 
目的に行われている逸品発掘・創出 
事業の一環である展示即売会での各 
店自慢の逸品をご紹介します。 

せんなん 
自慢の逸品 
大集合 

10

ご寄贈いただき
ありがとうございました

２月１１日、津守佐理
つもりさり

さんと樽井ソーレーサ保存
会（代表・芝野富子

しばのとみこ

さん）が、第１０回なにわ伝統
芸能等功労知事表彰を受賞しました。これは、祭り
や盆踊りなど人々の生活の中で受け継がれ、地域の
固有の歴史、文化等を色濃く反映した伝統的な芸能
や行事の保存と伝承に功績のあった個人や代表を表
彰するものです。
表彰当日は、会場となったワッハ上方演芸ホール

（大阪市）に向井泉南市長と梶本教育長もお祝いに駆
けつけ、受賞団体による演技披露（樽井ソーレーサ）
を鑑賞しました。

受け継いでいきたい・郷土の伝統芸能
なにわ伝統芸能等功労知事表彰を受賞
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２月１３日、泉州南なでしこライオンズクラブから「子ども１１０番の旗」３００本が寄贈されました。２月
１４日、サニコングループから創立３５周年記念品として海水から飲料水ができる「緊急災害時用飲料水化装置
CVレスキュー」が寄贈されました。２月２７日、泉南中央ライオンズクラブから聴覚障害者が泉南市行政情報な
どを目で見て受け取ることができる「LED電光掲示板」（市役所玄関ロビーに設置）が寄贈されました。
いずれも今後、泉南市において必要となるものばかりで市民サービスの充実に役立てていきたいと思います。

ご芳志に対しまして、紙上より厚く御礼申し上げます。

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

や
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会

で
同
様
の
死
者
が
さ
ら
に
増

加
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
市
火
災
予
防
条
例

の
改
正
に
よ
り
、
皆
様
が
住

ん
で
お
ら
れ
る
住
居
等
に
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

消
防
白
書
に
よ
る
と
、
火

災
警
報
器
を
設
置
す
れ
ば
、

死
亡
危
険
度
が
七
割
近
く
減

少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
速
や
か
に
設
置
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
設
置
期
日
＝
▽
新
築
の
住

宅：

平
成
十
八
年
六
月
一
日

▽
既
存
の
住
宅：

平
成
二
十

三
年
六
月
一
日

▼
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
主
な
箇
所
＝
寝
室
（
就
寝

の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
部

屋
）、
寝
室
へ
向
か
う
階
段
の

上
端

※
台
所
に
あ
っ
て
は
設
置
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅

内
で
最
も
火
災
危
険
度
が
高

い
場
所
な
の
で
設
置
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す

▼
警
報
器
の
購
入
＝
▽
地
域

の
防
災
設
備
取
扱
店
ま
た
は

メ
ー
カ
ー
な
ど
で
購
入
出
来

ま
す

▽
購
入
の
目
安
と
し
て
次
の

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う

▽
価
格
は
七
、
〇
〇
〇
円
〜

一
一
、
〇
〇
〇
円
程
度

▼
そ
の
他
＝
詳
し
い
警
報
器

の
設
置
場
所
等
の
説
明
に
つ

い
て
は
消
防
本
部
ま
で
問
合

せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本

部
予
防
課
薀
祕
０
１
１
９

住
宅
用
火
災
報
知
器
設
置
義
務
化
邇
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泉南市林野組合の主催のもと、市民の里におい
て、砂川小学校４・５年生の生徒約２００名によ
る植樹が行われました。
用意された木は、ソメイヨシノ、ヤマモモ、ア

ラカシ、コナラの計２００本。生徒１人に１本の
木が割り当てられ、植樹を行った木には、将来木
が育った時、誰が植えたものなのかが分かるよう
に、各生徒の名前の入りのプレートが取り付けら
れました。
ヤマモモを植樹した女子生徒は、「早く大きくな

って欲しい。実がなったら食べてみたいです」、ソ
メイヨシノを植樹した男子生徒は、「植えるなら桜
がいいと思っていたので、植えることが出来てう
れしい。大きくなったら絶対花見に来ます」と話
してくれました。 （３月８日）

大きくなったら花見に来るぞ

砂川小学校の生徒が植樹

「子どもを一時的に預かって欲しい」「地域の方
の子育ての手伝いをしたい」そんな方々のために
設立されたファミリー・サポート・センター「ほ
っとみるく」。その会員同士の交流会があいぴあ泉
南において行われました。
第１部では、本市において様々な活動で活躍さ

れている上之山幸代
うえのやまさちよ

さんをお招きし、アルパ演奏
を交えた心温まるお話をしていただきました。第
２部の交流会では、会員同士による情報交換が行
われました。
協力会員の方は、「子どもが大好きでまた子育て

に関わる事が出来てうれしい」、利用会員の方は、
「安心して子どもを預かってもらえる環境が出来て
助かります」と話してくれました。 （３月３日）

子育ての助け愛を！
第１回ふぁみさぽ交流会
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昭和２７年頃に創作

泉南市独自の盆踊りがあることをご存知で

しょうか。終戦後、地元の人々の呼びかけで

できたのが、この砂川音頭と砂川おどりです。

当時、盆踊りは以前からあった山野音頭（三

夜おどり）でしたが、信達町誕生をきっかけ

に新しいものをつくろうと、砂川奇勝遊園地

やお菊松へのハイキングコースのほか林昌寺

のツツジなど、当時町内にあった名所旧跡を

歌詞に歌いこんでいます。「地域性のあるよい

歌、ぜひとも後世に伝えたい」とは応募され

た方の強い願いです。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。
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